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安全規定
適用範囲

稼動前の点検調整
コミッショニング （電気接続）

保守点検

警告および注意

この図記号の意味：注意！

この図記号の意味：電気的に危険！

この図記号の意味：警告！

その他の注意事項 この図記号の意味：バルブメーカで処理済み！

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

マルチターンアクチュエータは工業用バルブ、例えばグローブ、ゲート、バ
タフライ、ボールバルブ等の操作用に設計されています。
その他の用途で使用する場合、弊社にご相談下さい。指定された用途以外に使
用された場合に発生する損害に対して弊社は責任を負いかねます。
その場合のリスクは全てユーザーが負うことになります。この取扱説明書の記
述を順守しない場合の損害もユーザーの責任となります。

危険地域で行なわれる点検調整作業では、特別な規定（欧州規格
）を遵守しなければなりません。

通電時の開放アクチュエータに対する作業は、作業期間中に爆発の危険
が無い事が保証されている場合に限り、認められます。
各国の補足的な規定にも、ご注意下さい。
電動運転時は致命的に高い電圧が特定部分にかかる場合があります。電
気系統や電気機器の工事は熟練電気技術者または特に指示された作業員
が熟練電気技術者の管理・監督のもとで、適用電気工事規則に従って行
なわねばなりません。

保守・点検に関する指示事項（ 頁参照）を守ること。さもなければア
クチュエータの安全運転は保証できません。

「注意」は、正常な運転に多大な影響を与える行為や行動を示す。この
表示を無視すると重大な損害につながる恐れがあります。

「警告」は、誤った取扱をすると、人的、物的な安全に影響する行為や
行動を示す

アクチュエータがバルブに取付けされた状態で納入された場合、バルブ
メーカの工場で処理が完了していることを示す。
稼動前点検調整期間中にアクチュエータの設定をチェックすること。

この図記号がプリント基板に表示されている場合は、静電放電によって
損傷または破壊される可能性のある部品が含まれていることを示してい
る。設定、測定あるいは取替え等で基板に接触する必要がある場合、作
業の直前に接地された金属面（例えばケーシング）に接触放電させてお
くこと。

本書の警告および注意を守らない場合、重大な人身事故や損害が発生する
可能性があります。アクチュエータの運転・保守を行なう作業員は本書の
全ての警告および注意事項に完全に精通していなければなりません。
アクチュエータを故障無く、安全に運転するためには、適正な輸送、正
しい保管、組付けおよび取付け、並びに慎重な稼動前点検調整が必要不
可欠です。
本書中、下記の図形表示に安全上特に注意して下さい。これらの警告お
よび注意事項はそれぞれ図記号で表示されています。



概要

技術仕様
マルチターン型アクチュエータ、 －

制御装置

防爆等級:

防爆タイプ: モータ部： 耐圧構造　

モータ定格
に準拠

標準： 短時間定格　 分
オプション：短時間定格　 分
標準： 断続定格　 ％ 。許容モータ起動頻度は 用の

リミット切換え 磁気リミット及びトルク発信機
トルク切換え 磁気リミット及びトルク発信機
速度 および 用の技術データシートを参照のこと。
スイッチ部のヒータ 約 、 、電源内部供給
モータ 三相交流モータまたは単相交流モータ
モータの保護方式 標準： サーミスタ と 作動装置

オプション：サーマルスイッチ ．とサーマル過負荷リレー
結線図 の銘板参照のこと
周囲温度 標準： から 　

オプション： から （特別仕様）
密閉保護等級
（ に準拠）

標準：
オプション：

仕上げ塗装 標準： 二成分型　鉄・マイカコンビ塗装

電子制御装置 一体型制御装置 型の直付け：
一マルチターンアクチュエータ －
一壁掛けブラケット

周囲温度 マルチターンアクチュエータの技術データシートを参照のこと
密閉保護等級、

に準拠
電気接続 頁参照
重量 約
供給電圧

モータ制御 電磁開閉器（最大 ）
の外部電源 オプション

基本バージョンは約 ／オプションは最大
電圧出力 、最大 （オプション： 、最大 ）

内部電源とは電気的に絶縁される
アナログ入力 －位置の公称値　 ＝ 信号断続モニタ付

－負荷
デジタル入力 開－停止－閉－緊急、モード ：設定点／遠隔、開放

公称電圧
標準： 、消費電流：各入力ごとに約
オプション： 、消費電流：各入力ごとに約
電気的絶縁：
オプトアイソレータ

アクチュエータと 制御装置間の距離は最大
自動適応型ポジショナーと組合せて使用した場合
現場操作機の開放（オプション）

三相交流電圧／周波数 オプション

自動位相修正

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

マルチターンアクチュエータ － は、モジュ
ール設計となっています。このマルチターン型アクチュエータは電気モータで駆動
され、本体とともに供給される電子式制御装置 によって制御されます。
このアクチュエータにはマグネット式リミットおよびトルクトランスミッタが装備さ
れています。リミット設定、トルク設定時にこのアクチュエータを開放しないで下さ
い。トルク信号は常に利用可能です。この信号は設定した作動トルクでの作動停
止に利用されるが、外部への伝送にも使用する事が出来ます。

標準：
オプション：



リレー出力（信号
頁も参照のこと

信号接点の定格値

－ 位置の実際値（電気的に絶縁） （負荷最大
－ トルク値（電気的に絶縁） （負荷最大

ポジショナー 、自動適応型
オプション）

電子式タイマー ステップモードの開始と終了ならびに 、 時間（ から 秒まで）を開方
向と閉方向に別個にプログラムする事が可能

緊急操作指令

電子中間位置

トルクのバイパス ～ 秒の範囲で調整可能。この時間範囲ではトルクスイッチによる停止は出来
ない。

リセット可能カウンターと
耐用時間カウンターによる
操作データの記録

電子銘板

開度発信器が必要ポテンショメータ、 （壁掛けブラケットの場合）またはアクチュエータの磁気リミット及びトルク発信器（

－ プログラム可能信号リレー、集合異常信号；
標準構成：

 欠相、モータ保護作動、トルク異常
－ プログラム可能信号リレー；
標準構成：

 全閉位置／全開位置／セレクタースイッチ　リモート／トルク異常閉／トルク
異常　開
その他可能な信号：
閉動作／開動作／アクチュエータ／作動／モータ保護作動／トルク異常／セレ
クタースイッチ　オフ／中間位置 ～ ／異常信号／リモート準備未完了／欠相

－ 不感帯の自動適応
－ 信号喪失時のプログラム可能な安全動作
－ スプリット帯操作

－ モータの全作動時間
－ 全作動サイクル数
－ 閉方向へのトルクスイッチの作動回数
－ 閉方向へのリミットスイッチの作動回数
－ 開方向へのトルクスイッチの作動回数
－ 開方向へのリミットスイッチの作動回数
－ 閉方向トルク異常の回数
－ 開方向トルク異常の回数
－ モータ保護の作動異常の回数

発注データ
－ 受注管理
－ （発電所の限定システム）
－ バルブ
－ プラント
製品データ
－ 製品のタイプ
－ アクチュエータの工場
－ の工場
－ ソフトウェアバージョンロジック
－ ハードウェアバージョンロジック
－ 最終試験日
－ 結線図
－ 端子図
プロジェクトデータ
－ プロジェクトの名称
－ ユーザーの分野、要求により決定
サービスデータ
－ サービス電話
－ インターネットアドレス
－ サービステキスト

各中間位置は ～ の間で可能である。
中間位置に於けるアクチュエータの動作と信号の動作は調整可能。

セレクタースイッチ位置をローカルとリモートまたはリモートのみにプログラム可
能
－ 全開位置、全閉位置、中間位置、停止
－ トルクモニターのバイパス

－ 集合異常信号用リレー：
／ 接点最大値 、 （接触負荷）

－ 信号リレー:
標準： 無電位 接点、 共通接点付：

  最大 、 （接触抵抗）
オプション： 無電位 ／ 接点：

   各リレーにつき最大 、 抵抗 負荷

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書



モニター機能と安全機能

改訂状態

ソフトウェアのチェック、 頁参照。

ソフトウェアバージョン

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

インターフェ

インターフェース（オプション）

設定／プログラミング

現場操作機

－ トルクのモニタリング
－ モータ温度のモニタリング（モータ保護）
－ リアクションのモニタリング（プログラム可能）
－ 操作時間（プログラム可能）
－ 1時間当りの最大操作時間（プログラム可能）
－ 1時間当りの最大作動サイクル（プログラム可能）
－ 内部診断：
 － サーミスタモータ保護
 － モータ制御の操作
 － 磁気リミット及びトルク発信機(MWG)
 － 附属ユニットのモニタリング

、 に準拠
－ 顧客外部入力はアナログ入力 、デジタル入力は 、内部電源（ 最大

）は の電源ユニットにより供給可能（「電圧出力」参照）
－ プログラム可能なプロセスデータ提示
－ （オプション）
－ 光ファイバー接続（オプション）
詳細説明は「 インターファイス付 アクチュエータ制御装
置の技術データ」を参照のこと。
－ アナログ、 デジタル顧客外部入力、内部電源（ ）最大 ）は

の電源ユニットから供給可能（「電圧出力」参照）
－ 過電圧保護（オプション）
－ 二重化： 用バスインターフェース （オプション）
－ 詳細説明は「 インターフェース付 アクチュエータ制御装置
の技術データ」を参照のこと。

－ セレクタースイッチ「ローカル－オフ－リモート」施錠固定可能
－ 押ボタン「開－停止－閉－リセット」
－ 照光 ディスプレー、各 文字の ライン、平テキスト表示
－ 色表示ライト（プログラム可能
標準構成：
全閉位置（黄色）、トルク異常閉（赤色）、モータ保護作動（赤色）、トルク
異常開（赤色）、全開位置（緑色）

－ 動作表示
開／閉点滅表示

－ プログラミングインターフェイス（赤外線インターフェース）

－ メニューと押ボタンスイッチおよび現場操作機の表示による（パスワード保護）
－ プログラム用ソフトウェア による（オプション）

下記の機能によりメニューは拡張されている。（ 頁以下「メニュー表示」参照

－ リアクションモニタリング（ 頁）
－ プログラム可能表示灯（ 頁）
－ 現場操作機の開放（ 、 頁）
－ ： プログラム可能バイト
－ サービス（ 頁）
－ （ 頁以下）
－ 二重化： 重の （ 頁／ 重の （ 頁以下）



輸送と保管

バルブ／ギアボックスへの取り付け

マルチターンアクチュエータを取付ける前に、損傷のないこと
を確認する。
損傷した部品は純正部品と取替えること。

取り付けフランジのスピゴットはルースタイプとする！

出力ドライブ型式 、 、 または （図 ）は下記の内径穴およびキ
ー溝付きで納入されます（通常は に準拠）。

出力ドライブ型式
プラグスリーブ

出力ドライブ型式

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

図

据え付け場所までの輸送は頑丈な梱包で行うこと。
ホイスト等で吊上げる場合、手動ハンドルにロープやフックを掛けては
 ならない。
マルチターンアクチュエータをバルブに搭載する場合は、ホイストで吊
 り上げるためのロープやフックをアクチュエータではなくバルブに取り
 付けること。
通気の良い乾燥した場所で保管すること。
床の湿度から守るために、棚またはすのこの上で保管すること。
ほこりやゴミから守るためにカバーをすること。
仕上げ表面保護のため適当な防錆剤を塗布すること。

マルチターンアクチュエータを長期間（ ヵ月以上）保管する場合は、さら
に下記の条項も順守しなければならない。

保管する前に：金属仕上げ表面、特に出力部および取付ける表面を、長
 期保存用防錆剤で保護すること。
ヵ月毎に錆の状態を点検すること。錆の徴候が認められたなら、新たに

 防錆処理をすること。

アクチュエータの取り付け後、直ちに電気系統に接続し、ヒータを稼動さ
せ結露の発生を防止すること。

取付けはバルブ軸／ギアボックス軸を垂直上向きにして行なえばもっとも容易に
行えます。但し他のいずれのポジションでも取り付けを行うことが出来ます。

マルチターンアクチュエータは全閉状態（全閉リミットスイッチ作動）で
工場出荷されます。

取り付けフランジがバルブ／ギアボックスに適合することを確認すること。



ステムナット（出力ドライブタイプ ）の仕上機械加工：

表

出力ドライブタイプ
ステムナット

図

出力ドライブタイプ （図 ）の場合、アクチュエータのねじはバルブステ
ムのねじに対応したものでなければならない。発注時にねじについて明確な
指示がない場合は、ステムナットは内径加工なしで、もしくは下穴付の状態
で納入される。ステムナットの仕上機械加工は、下記を参照のこと。

内径およびキー溝がバルブ／ギアボックスの入力軸と合致しているかどう
 か確認する。
アクチュエータおよびバルブ／ギアボックスの取り付け面から油脂を完全
 に除去する。
バルブ／ギアボックスの入力軸に少量のグリースを塗布する。
アクチュエータをバルブ／ギアボックスに据えつけて固定する。締め付け
 ボルトは（少なくとも クラス、表 ．を参照のこと。）十字に均等に締
 め付けること。

出力ドライブ用フランジをアクチュエータから取外す必要はありません。

スピゴットリング（ 、図 ）を取り付けフランジから取り外す。
ステムナット（ ）をスラストベアリング（ ）およびスラストベ
アリングレース（ ）と共に取り出す。
スラストベアリングとスラストベアリングレースをステムナットから取り
外す。
ドリルでステムナットに内径加工をし、ねじ切りをする。
チャックに固定する際にステムナットの芯出しを確認すること。
加工されたステムナットの清掃をする。
スラストベアリングとレースにボールベアリング用のグリースを塗布し、
ステムナットに取り付ける。
スラストベアリングと一緒にステムナットを取り付けフランジに再挿入す
る。その際、中空シャフトのスロツトにつめが正しく入っていることを確
認すること。
スピゴットリングをショルダー部まで締め付ける。
グリースガンでグリースニップルにグリースを数回注入する。

ライジングバルブステム用の保護管

別に供給された保護管については、ねじ部に麻布またはテフロンのテープ
 を巻きつける。
保護管 をねじ部にねじ込み、しっかりと締め付ける（図 ）。
腐食防止 の場合は、シール をケーシングまで押し下げる。
塗装面に傷があれば修理塗装する。
キャップ があるかどうか、損傷していないか点検する。

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

図 ライジングバルブス
テム用保護管



手動操作 手動操作は、モータが停止しているときだけにして下さい。モー
タの回転中に手動操作に切り替えると、アクチュエータを損傷す
ることがあります（図 ）！

手動操作が噛み合うまで手動ハンドルを軽く前後に回しながら、手動ハン
 ドルの中心部にある切替えレバーを最大 まで引き上げる（図 ）。

切替えレバーを引き上げるには手の力で十分です。延長工具の使
用は必要でないし、また使用してはならない。レバーに過度の力
を加えると切替え機構が損傷する事があります。

切替えレバーを離します（バネの力により元の状態に戻ります）。切替え
 レバーが戻らない場合は、手を使って切替えレバーを元の状態に戻してく
 ださい 図 。

ハンドルをご希望の方向に回してください 図 。

モータが始動すると手動操作モードは自動的に解除されます。

手動操作は切替えレバーが元の位置にある場合のみ行うこと！

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

図 図

図 図



電気接続 制御装置 とマルチターンアクチュエータは、耐圧防爆
（ 頁の技術データ参照のこと）の設計になっています。

爆発危険地域で作業する場合、欧州規格 「爆発危険
地域に於ける電気機器の取り付け」および 「爆発危
険地域に於ける電気機器の検査と保守管理」を順守のこと。
電気系統または機器に対する工事は、熟練電気技術者または特に
指示を受けた作業員が熟練電気技術者の管理・監督のもとで、適
用電気工事規則にしたがって行なわなければならない。

壁用ブラケット（付属品）

プラグソケットコネクタによる端子板との接続

接続ケーブルに適したサイズの 認定付きケーブルグラン
 ドを差し込むこと。
適切なケーブルグランドが使用される場合のみ、密閉保護
 ないし が保証されます。
適切なプラグで接続されないケーブル穴を密封すること。

アクチュエータ接続ケーブル

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

図

図 接続

アクチュエータ は、電子制御装置 により操
作されます。この制御装置は、アクチュエータに直接搭載するか、または
別な壁用ブラケットに取り付けることが出来ます。

制御装置 を壁用ブラケットに取付ける場合、下記の条項を守って
下さい。

壁用ブラケットに取付けた とアクチュエータとの接続用には適
 当な遮蔽型フレキケーブルを使用して下さい。
この接続ケーブルはご要望により納入できます。 頁、当社の営業所、

 代理店所在地リスト参照下さい。）
接続ケーブルの最大長さは とする。
結線は正しい相順で行なって下さい。
始動前に回転方向をチェックして下さい（ 頁参照）。

プラグソケットコネクタ（図 ）の場合、電気主配線の接続は、端子板
( ）の 接続端子上のプラグカバー ）を取外すことで行えます。
耐圧防爆部（防爆 型）は、この場合密閉されたままです。

電流の種類、供給電圧、周波数がモーターデータ（モータ銘板参照のこ
と）と合致しているかどうか点検して下さい。
ボルト を緩めて 図 、プラグカバーを外します。



耐圧防爆構造です！　開ける前に、爆発性ガスが無いことおよび
電圧がかかっていないことを確認して下さい。

接触部に直接触れたり、環境条件の影響から保護するための特別なパーキ
ングフレームも用意できます。（ 頁、当社の営業所、代理店所在地リス
ト参照）。

パーキングフレーム

プラグ／ソケットコネクタ

）銅線に適しています。アルミ電線の場合は 社にご連絡下さい。

防爆型アクチュエータに使用される端子板接続用 プラグ／ソケットコネクタの仕様

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

ケーブルの被覆を の長さで取り除く。
 電線をむき出す：制御用、最大 、　モータ用、最大 。
 フレキケーブルの場合、 に準拠したエンドスリーブ付撚り線型
 を使用すること。
各端子につき 本の配線まで可能です。
関連の結線図に に従ってケーブルを接続して下さい。
マルチターンアクチュエータの結線図 は、取扱説明書と
一緒に耐候性のバッグに入れ、アクチュエータの手動ハンドルに取付けら
れている。端子板図面が無い場合は、 社に連絡し、入手して下さい。
(受注管理 は銘板に記載されています。）またはインターネットで直接
ダウンロードして下さい。( 頁参照）

例えばサービスなどの目的でアクチュエータをバルブから取外す場合、配
線を端子から外すことなく切り離すことが出来ます（図 ）。そのため、
ネジ をゆるめ、プラグ／ソケットコネクタを引き抜きます。プラグカバ
ー（ ）と端子板（ ）は一体のままです。

図 ：接続端子

図 ：本体からの取外し

図 ：パーキングフレーム（付属品）

接点数、最大 （引込み接点） ピン／ソケット
表示記号 、 、 に準拠 ～ 、 ～
電圧、最大 －
電流、最大 －
ユーザー接続方式 ねじ接続 ねじ接続 ねじ接続
断面積、最大
使用材質： ピン／ソケット アラルダイト／ポリアミド アラルダイト／ポリアミド アラルダイト／ポリアミド

接点 青銅 青銅 青銅スズメッキ



差し込み型端子接続

接続ケーブルに適したサイズの 認定付きケーブルグラ
 ンドを差し込むこと。
適当なケーブルグランドが使用される場合のみ、密閉保護
 ないし が保証されます。
適当なプラグが接続されないケーブル穴を密封すること。

端子

仕様 モータ電源接続 ） 保護接地 制御端子

）銅線に適しています。アルミ電線の場合は 社にご連絡下さい。
）ねじ接続はオプション。

防爆型アクチュエータに使用されるExプラグ挿入型端子接続の仕様

耐圧防爆構造です！　開ける前に、爆発性ガスが無いことおよび
電圧がかかっていないことを確認して下さい。

接触部に直接触れたり、環境条件の影響から保護するための特別なパーキ
ングフレームも用意できます。（ 頁、当社の営業所、代理店所在地リス
ト参照）。

パーキングフレーム

図 ：パーキングフレーム（付属品）

図 ：接続

図 ：本体からの取外し

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

電気配線の接続は、端子板上で行なわれます（図 ）。端子部は
安全増 型防爆仕様で設計されています。端子部（安全増）とアクチュエー
タ（耐圧防爆）の切り離しは一体型プラグ／ソケットコネクタの付いたケ
ーブルコンジットによって行なわれます。

電流の種類、供給電圧、周波数がモータのデータ（モータ銘板参照）と
 合致しているかどうか点検して下さい。
ボルト を緩めて 図 、プラグカバーを外します。

関連の結線図、 に従ってケーブルを接続して下さい。
マルチターンアクチュエータの結線図 は、取扱説明書と
 共に耐候性のバッグに入れ、アクチュエータの手動ハンドルに取付けら
 れている。端子板図面が無い場合は、 社に連絡し入手して下さい。
 (受注管理 は銘板に記載されています。）またはインターネットで直
 接ダウンロードして下さい。（ 頁参照）

例えばサービスなどの目的でアクチュエータをバルブから取外す場合、配
線を端子から外すことなく切り離すことが出来ます（図 ）。そのため、
ネジ をゆるめ、フレームアッセイとプラグ／ソケットコネクタアッセイ
( ）を一体で引き抜きます。端子カバー（ ）とフレームアッセイ
( ）は一体のままです。

接点数、最大
表示記号 、 、 に準拠 ～
電圧、最大 －
電流、最大
接続方式 ねじ接続 ねじ接続 ケージランプ ）

断面積、最大 、 まで フレキ、 ソリッド



ヒータ 結露防止用ヒータは、受注時に特に指定が無ければ、アクチュエータに内
蔵されています。

制御装置のその後の取り付け

をアクチュエータに後で取り付ける場合、異常動作防止
のため電気的インターフェースの互換性を点検してください。

シーティング方式

カバーの取り付け

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

全閉・全開位置でのスイッチ切断をリミットスイッチで切るかまたはトル
クスイッチで切るかはバルブメーカが明示します。シーティング設定方式
は「開位置」と「閉位置」のパラメータによってチェック出来ます。シー
ティング方式の詳細については、 頁 項も参照してください。

電源用配線の接続後、プラグカバーないし端子カバーのシール面を清掃
して、 が良好な状態かどうか確認して下さい。表面に非酸化性グ
リース（例えばワセリン）を薄く塗布して下さい。
カバーを取り替え、 本のボルト （図 ないし図 ）で、均等に十字
に締め付けます。
要求される密閉保護が確保されるようにケーブルグランドをしっかり締
め付けること。



トルクスイッチの設定
この章ではトルクスイッチの設定についてのみ記述する。 制御装
置の表示、操作および設定に関する更に詳細な記述は 章、 頁を参照す
ること。

設定トルクはバルブに適切な値であること！
この設定値を変更する場合は、バルブメーカの承諾を得る事。

トルクスイッチの設定はアクチュエータを開放することなく行うことが出
来ます。

セレクタースイッチを「オフ」 位置に入れる、図
電源スイッチを入れる。
メニュー表示 を選定する：
任意の状態表示 頁 で押ボタン リセット を約 秒間押す。

約 秒

押ボタン で を選定する：

押ボタン で の選定を確認する：

押ボタン を 回押して を選定する：

押ボタン で の選定を確認する：

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

図

図

図

図

図



押ボタン で を選定する：

押ボタン で の選定を確認する：

パスワードを入力する：
 押ボタン を 回押す ＝工場出荷時のパスワード： 。
 パスワードの入力／変更の詳細は 頁参照。
 有効なパスワードが入力されるとディスプレーに次ぎの表示が出る：

押ボタン で次ぎのサブポイント を選定し全閉位置での作動トル
 クを設定するか、閉方向でのモニタートルクを設定する。
または押ボタン で を確認する：

押ボタン と でバルブメーカの指示した詳細にしたがって数値を変更
 する注）。

％はアクチュエータの銘板に記載した最大トルクに等しい。
  例： の タイプ： ％は に対応する
 ％は に対応する
新しい数値の確認：押ボタン を押す、または数値を確認することなく
 取消しを行うには押ボタン リセット を押す。

別のトルク値の設定が必要ない場合：
押ボタン と で必要なトルク値を選定し（開／閉）して、押ボタン
を押す。数値の変更は上述の如く行う。

状態表示への復帰：
押ボタン リセット を数回操作し、ディスプレーに を表示する。

押ボタン で モードに変更する：

図

図

図

図

図

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書



リミットスイッチの設定

約 秒

押ボタン で を選定する：

押ボタン で の選定を確認する：

押ボタン で を選定する：

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

図

図

図

図

図

図

この章ではリミットスイッチの設定についてのみ記述する。
制御装置の表示、動作および設定に関する更に詳細な記述は

章、 頁を参照すること。

リミットスイッチの設定はアクチュエータを開放することなく行うことが
出来ます。

セレクタースイッチを「オフ」 位置に入れる、図 。
電源スイッチを入れる。
メニュー表示 を選定する：
 任意の状態表示 頁 で押ボタン リセット を約 秒間押す。

パスワードを入力する：
押ボタン を 回押す ＝工場出荷時のパスワード： 。
 パスワードの入力／変更の詳細は 頁参照。
 有効なパスワードが入力されるとディスプレーに次ぎの表示が出る：

ディスプレーの表示値は現在の全閉全開位置に等しい数値である。

全閉位置を設定する場合は、押ボタン を押す。
全開位置を設定する場合は、押ボタン で を選定し、
 押ボタン を押す。



押ボタン「開」 「停止」 「閉」 を操作し、
 所定の方向への作動コマンドを与える。

電動操作を行う場合、この状態での全閉全開位置シーティング
は不可能である。したがって、バルブが機械的全閉全開停止位
置に達するまでに電動操作を適時に中断しなければならない。

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

上記の操作によりアクチュエータを所定の選定した全閉全開位置へ移動す
る事が出来る。この移動は手動ハンドル（ 頁参照）または電動操作によ
って行うことが出来る。

電動操作の場合：

セレクタスイッチを「ローカル」 位置に入れる、図 。

所定の全閉全開位置に達すると：
 押ボタン で操作を中止する。
 必要な場合は、正確な位置決めに手動ハンドルを使用する。
セレクタースイッチを「オフ」 位置にセットする。
押ボタン で現在の全閉全開位置の確認を行う。

この操作により現在位置が有効な全閉全開位置となる。
リミットシーティング（ 頁参照）では、現場操作黄色 頁参照
が点灯する。

別の全閉全開位置を設定する必要がある場合：
押ボタン▲と▼で所定の全閉全開位置を選定し、押ボタン を押す。こ
 れでアクチュエータを所定の新しい全閉全開位置へ移動する事が出来る。
 この移動は手動ハンドル（ 頁参照）または電動操作（上述に記載）に
 よって行うことが出来る。

状態表示への復帰：
押ボタン リセット を数回操作し、ディスプレーに を表示する。

図

図



試運転
トルクスイッチが正しく設定されているかどうかを確認する

約 秒

押ボタン▼で を選定する：

押ボタン     で の選定を確認する：

押ボタン▼を 回押して を選定する：

押ボタン     で の選定を確認する：

押ボタン     で の選定を確認する。

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

トルクの許容値はバルブメーカが定める。

セレクタースイッチを「オフ」 位置（図 ）または「リモート」 位
 置に設定する。
電源スイッチを入れる。
メニュー表示 を選定する。
 任意の状態表示 頁 で押ボタン リセット を約 秒間押す。

全開位置での作動トルクの表示または開方向でのモニタートルクの表
 示：押ボタン でサブポイント を確認する。
全閉位置での作動トルクの表示または閉方向でのモニタートルクの表
 示：押ボタン▼でサブポイント を選定し、押ボタン でこれ
 を確認する。

図

図

図

図

図

図



回転方向の確認

主電源スイッチを入れる。

押ボタン閉を操作し、回転方向を観察する：

回転方向が間違っていた場合は、すぐスイッチを切ってください。

「閉」押ボタン

モータの接続の相順を訂正し、試運転を繰り返してください。

シーティング方式が正しく設定
 されているかどうか確認する

（ 頁、 項も参照してください）

閉開

インジケータディスクの回転方向:
反時計回り 正しい

時計回り 正しい
中空シャフトの回転方向:

この確認作業は、壁用ブラケットに取り付ける場合にのみ必要（ 頁参照)。

制御装置 を直接アクチュエータに取り付ける場合、電気系統の据
付作業で位相がクロスオーバーしても、自動位相修正機能によって正しい
回転方向が確保される。

インジケータディスク（図 ）の回転方向が出力ドライブの回転方向を
 示します。インジケータディスクがない場合の回転方向は中空シャフト
 で観察できます。このためにはねじプラグ を取り外して下さい
 (図 ）。

第 章 頁の記述に従って手動操作を始めて下さい。
アクチュエータを手動操作で中間位置または全閉／全開位置から十分離
 れた位置へ動かしてください。
セレクタースイッチを現場操作 に設定する 図 。

全閉／全開位置でのスイッチオフをリミットスイッチ（リミットシーティ
ング）で行うか、またはトルクスイッチ（トルクシーティング）で行うか
はバルブメーカが指定します。シーティング方式は閉方向、開方向につい
て別々に設定する事が出来ます。

図  インジケータディスク 図 中空シャフトの開放

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

図

図

図



が表示され
るまでX回押す

押ボタン「開」 －「停止」－「閉」
 でアクチュエータを操作する。

閉（黄）開(緑)

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

セレクタースイッチを「オフ」 位置に設定する、図 。
状態表示 を選定する：
 押ボタン を短時間、必要な場合は数回押す。

アクチュエータの閉方向への動き： 黄色：点滅
  ディスプレー表示：
 全閉位置到達の場合： 黄色 ：点灯
  ディスプレー表示：
 アクチュエータの開方向への動き： 黄色 ：点滅
  ディスプレー表示：
 全開位置到達の場合： 緑色 ：点灯
  ディスプレー表示：

全閉／全開位置の設定が正しくない場合は、ディスプレーに異常メッセージ
 が表示される： および または

　 、 頁参照 。この場合は第 章 頁の記述に従ってリ
 ミットスイッチの設定を再度行わねばならない。次いでシーティング方式を
 観察して下さい（ 頁、 項参照）。

リミットシーティングの場合は、リミットスイッチの全閉／全開位置が正
しく設定されているかどうかを確認して下さい。

第 章 頁の記述に従って手動操作を始めて下さい。
アクチュエータを手動操作により対応する全閉／全開位置へ動かしてく
 ださい。

 全閉位置到達の場合： 黄色：点灯
  ディスプレー表示：
 全開位置到達の場合： 緑色：点灯
  ディスプレー表示：

本章に記述する の信号は標準設定のものである。これと異なる個々の
信号は他のデータの場合もある（ 頁参照）。

全閉／全開位置が正しく設定されていない場合は、第 章 頁の記述に従
 ってリミットスイッチの設定を再度行って下さい。
全閉／全開位置が正しく設定されている場合は、「トルクシーティング」
 の記述に従ってモータ駆動状態で試運転を行って下さい。

トルクシーティングの場合は、下記の確認を行って下さい。

モータ駆動状態で試運転を行う：
セレクタースイッチ（図 ）を現場操作「ローカル」 に設定する。

図

図

図



機械式開度表示器（オプション）

通電時に開放されたアクチュエータへの作業を行う場合は作業期間
中爆発の危険が無いことを確認してから行なって下さい。

インジケータディスク

制御ユニット （ ～ 回転／ストローク）
回転数／ｽﾄﾛｰｸ
以上 以下

減速ギヤ
レベル

回転数／ｽﾄﾛｰｸ
以上 以下

減速ギヤ
レベル

回転数／ｽﾄﾛｰｸ
以上 以下

減速ギヤ
レベル

回転数／ｽﾄﾛｰｸ
以上 以下

減速ギヤ
レベル

回転数／ｽﾄﾛｰｸ
以上 以下

減速ギヤ
レベル

回転数／ｽﾄﾛｰｸ
以上 以下

減速ギヤ
レベル

制御ユニット （ ～ 回転／ストローク）

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

当社の工場では適当な減速ギヤを取り付けて出荷しております。ストロー
ク当りの回転数をあとで変更する場合は、制御ユニットも交換する必要が
あるかもしれません。

制御ユニット ： ～ 回転／ストローク
制御ユニット ： ～ 回転／ストローク

インジケータディスクを引抜く
ネジを外し、スイッチ部のカバーを取り外す（図 ）。
インジケータディスクを引抜く（図 ）。開口スパナ（約 ㎜）を梃
子として使用してもよい。

一次減速ギヤの設定を点検する
カバープレートを取外す（図 ）。
表２を参照して、アクチュエータの回転数／ストロークが一次減速ギヤ
 の設定に対応しているかチェックする。
 設定が正しくない場合は、下記の３項から作業を行なう。
 設定が正しい場合は、下記の４項から作業を行なう。

図 スイッチ部のカバー

図 ：インジケータディスクの引抜き

表



耐圧防爆構造です！カバーの取扱いには注意して下さい。
すきま接合面は絶対に損傷したり汚してはならない。
取り付けの際にカバーを無理に押込まないこと。

スイッチ部のカバーを取替えて、ボルトを均等に十字に締付けること。

三角マーク

インジケータディスク

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

一次減速ギヤの設定
締付けネジ をゆるめる（図 ）。
クラウン歯車 を表 にしたがって所定のレベルへ設定する。
ネジ を締付ける。

インジケータディスクを取り付ける
インジケータディスクをシャフトに付ける。
バルブを「全開」位置へ動かす。
下部インジケータディスク（図 ）を記号 「全閉」がカバー上のマー
 ク(図 ）と一致するまで回す。
アクチュエータを「全開」位置へ動かす。
下部インジケータディスクを「全閉」位置にしたまま、上部ディスクの
 記号 「全閉」がカバー上のマークと一致するまで回す。

インジケータディスクは「全開」から「全閉」、もしくはその逆にフルス
トロークでおよそ 度回転します。

カバーとボディーのシール面をきれいにする。 リングの状態をチェッ
 クする。シール面には非酸化性グリースを薄く塗布して下さい。

図

図

図 スイッチ部のカバー



の表示、操作および設定

設定の変更

パスワードの保護

工場出荷時の設定

エレメントと表示エレメント

現場操作機

プログラム可能の表示灯（ 表示）
現場表示 （図 ）により下記の５種類の信号表示する（ 頁参照、
パラメータ ～ ．）。

 (黄色） 点灯する

点灯する

点灯する

点灯する

点灯する

点灯する

アクチュエータは「全閉」位置

アクチュエータは「閉」方向へ作動 パラメータ
によって 、 の切替えが出来る、 頁）

(赤色）

(赤色）

(赤色）

トルク異常「閉」
（全閉位置に達する以前に最大設定トルク値を
超過する）

モータ保護が作動する

トルク異常「開」（全開位置に達する以前に最大
設定トルク値を超過する）

アクチュエータは「全開」位置

点灯する アクチュエータは「開」方向へ作動（パラメータ
によって 、 の切替えが出来る、 頁）

標準設定：

セレクタースイッチ: 「ローカル」 「オフ」
       「リモート」

「ローカル」位置で
のセレクタースイッ
チの機能：

「オフ」および「リモート」
位置でのセレクタースイッチ
機能：

開 スクロール／値の変更

閉 選定の確認

リセット エスケープ

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

の設定は現場操作機の押ボタンで行なわれる（図 ）。

設定の変更には下記の手順が必要です。
セレクタースイッチ（図 ）を「オフ」位置に設定する。
押ボタン「エスケープ」 を押し、グループ が表示されるまで約 秒

間押し続ける（ 頁も参照のこと）。
の選定を行ない、押ボタン で選定の確認

を行なう。

の設定はパスワードで保護されている。工場出荷時はパスワード
が設定されている。必要な場合このパスワードを変更することが出来

る。（入力パスワードは 頁、変更パスワードは 頁）。

はその機能テスト時にユーザーの要求にしたがって設定を行ない、
その詳細（受注管理 、最終テスト日．．．．）は、工場設定として

（無電源保持型、電気的に消去書き込み可能なメモリー）に記憶
される。 はいつでもこれらの工場設定にリセットすることが出来
る（ 頁参照）。

操作部の押ボタン 図 はセレクタースイッチの設定位置にしたがって下
記の機能を行なう。
セレクタースイッチが「ローカル」位置の場合：
 作動コマンド　開－停止－閉およびリセット（リセットモータ保護）
セレクタースイッチが「オフ」位置の場合：
 パラメータの表示と変更、状態表示と診断情報
セレクタースイッチが「リモート」位置の場合：
 パラメータの表示、状態表示と診断情報

図 ：現場操作機

図



ランプテスト

メニュー構成に関する一般情報

コントラストの設定

表示によるナビゲーション

グループ内のスクロール：

選定を確認する：

グループ 、 Ｍまたは を
選定する：

設定を表示する： 

設定を変更する：

プロセスのキャンセル／戻る： 或るプロセスをキャンセルしたり、前の表示へ戻るには：
「エスケープ」 ボタンを押す。

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

電源を入れると の機能テストが自動的に行なわれる。 は 個全て最
低 秒間点灯しなければならない。

ディスプレー表示は下記の グループに分類される。

グループ ＝状態表示、 . . 項参照。
グループ ＝メニュー表示、 . . 項参照。
グループ ＝診断表示、 . . 項参照。

ディスプレーの上方右コーナーに上記のグループが表示される。例えば、
図 、 頁：グループ ＝状態表示

メニュー ／ により設定を変更する（「設定変更」
 下記参照）
または状態ページ で押しボタン「エスケープ」 を押し続ける。約
秒後（上記のメニュー グループ , , はスキップする）、 ディス

 プレーの輝度は明から暗または暗から明へ連続して変化する。この押ボ
 タンを放すと現在の輝度レベルは で節約出来る。

(セレクタースイッチは「オフ」または「リモート」位置）

グループ範囲内でスクロールするには（ . 項参照）：
押ボタン「スクロール」▲、▼を押す。ディスプレーに表示される三角
 形    はスクロールの方向を示す。

新しいメニューまたはサブグループを出すには：
 押ボタン「選定確認」 で新しい選定をロードする。

の電源を すると、状態表示 がディスプレーに表示されます。

グループ （状態表示 , , , , ）からグループ （メニ ュー表示)
 に変更する：
 押ボタン「エスケープ」 を押し、グループ が表示されるまで約 秒
 間押し続ける。
グループ （状態表示 , , , , ）からグループ （診断表
 示）に変更する：
 押ボタン「エスケープ」 を押し、グループ が表示されるまで押し
 続ける（メニュー表示Ｍはスキップする）。
グループ または から逆にグループ へ変更する：
 押ボタン「エスケープ」 を短時間押す。

セレクタースイッチを「オフ」または「リモート」位置に入れる。
グループ を選定する。
選定を行なう、即ち ／ を選定し、押ボ
 タン で選定の確認を行なう。

を選定し、押ボタン で確認する。

セレクタースイッチを「オフ」位置に入れる。
グループ を選定する。
選定を行なう、即ち ／ を選定し、押ボ
 タン で選定の確認を行なう。

を選定し、押ボタン で確認する。
パスワードを入力する（ 頁参照）。
数値の変更を行なう。



グループ ：状態表示 この状態表示（グループ ）は現在の操作モードを示す
頁、 章も参照）。

状態ページ （図 － ）

状態ページ に関する詳細は 頁参
照。

状態ページ （図 － ） 異常状態はここに表示される。

状態ページ に関する詳細は 頁参
照。

異常による作動の中断または防止 ， および 頁参照

状態ページ （図 － ） 警告はここに表示される。

状態ページ に関する詳細は 頁参
照。

警告が表示されても動作は中断されません。警告はあくまで警告表
示です（ ， および 頁参照）。

ライン ：操作モード

ライン ：作動コマンド

ライン ：アクチュエータの位置

ライン ：アクチュエータの状態

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

ライン は現在の操作モードを示す（ 頁、 章）。
ライン は現場操作機（押ボタン）または「リモート」によりアクチュエ
 ータに伝達される現在の作動コマンドを示す。
ライン はストロークの％で示されるアクチュエータの位置（ ％はアク
 チュエータの「全閉」位置、 ％はアクチュエータの「全開」位置）を
 表示する。これは開度発信機（ ）がアクチュエータに装備されてい
 る場合にのみ表示される。
ライン はアクチュエータの現在の状態を表示する、例えば

はアクチュエータが「全開」位置にあること、
はアクチュエータが「開」方向で作動中を示す。

図 状態表示の概要

図

図

図



「準備未完表示」信号の原因がここに表示される。

状態ページ に関する詳細は 、 頁
参照。

「準備未完表示」信号は、現在の状態では「リモート」でのアク
チュエータ制御が不可能である事を示す（ 頁参照）。

ここにアクチュエータの定格トルクに対する現在のトルク値がパーセン
 ト表示される。
 左方向へのぶれは「閉」方向のトルクを示し、
 右方向へのぶれは「開」方向のトルクを示す。

状態ページ に関する詳細は 頁参照。

例： － の場合： ％は に対応
％は に対応

～ の表示に関する詳細は ～ 頁参照。

グループ ：メニュー表示

下記にメニュー表示でのスクロール方法とサブグループ
の選定方法の例を示す（ 頁参照）。

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

の設定はメニュー表示によって行なう。更に操作データと電子
銘板はここに表示されている。
状態表示（グループ ）からメニュー表示（グループ ）へ変更する。
 押ボタン「エスケープ」 を押し、グループ が表示されるまで約
 ２秒間押し続ける。
状態表示へ戻るには：
 押ボタン「エスケープ」 を短時間１度押す。

図

図

図 メニュー表示

状態ディスプレー

押ボタン「エスケープ」を短時間１度押す

メニューディスプレー

押ボタン「エスケープ」を２秒間押す。

状態ページ （図 － ）

状態ページ （図 － ）



パスワードを入力する： パラメータの変更には先ずパスワードを入力しなければならない、図 参照。

パスワードはメニュー表示 頁）で変更することが
出来る。工場出荷時に設定されたパスワードは である。

有効なパスワードを入力した後で、長時間（約 分間）入力操作を行なわ
なかった場合、 は状態表示 へ自動的に復帰する。

第一の操作：この押ボ
 タンを押
 して第 の
 数を解除する。

第 の操作： この押し
 ボタンを
 押して数字１を確認
 し、次の数字へ変更する。
次の操作：
つの数字について操作 と を繰り返す。

最終操作：この押ボタン
 で最終の数字
 を確認、または押しボ
 タン でキャンセル。

現場操作の押し
ボタン

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

押ボタン「スクロール」▲を一回押すごとに現在数字が１つづつ増加す
 る（ が へ変る）。
押ボタン「スクロール」▼を一回押すごとに現在数字が１つづつ減少す
 る（ が へ変る）。
押ボタン「選定確認」 で次の数字へ変更、または最終数字後のパスワ
ードの確認を行なう。
押ボタン「エスケープ」 で、誤ったパスワードが入力された場合はプ
ロセスがキャンセルされる。

あらかじめセレクタースイッチを「オフ」位置に入れる。
押ボタン「エスケープ」 を押し、グループ が表示される
 まで約２秒間押し続ける。
選定を行なう、即ちグループ を選
 定し、押ボタン で選定の確認を行なう。

を選定し、押ボタン で選定の確認を行なう。
ここでパスワードを入力する。

図 パスワード

例：



サブグループ：

の設定：

操作データ ：

電子式銘板 ：

構成定義データ ：

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

メニュー表示（グループ ）では下記の つのサブグループが選定できる：

頁参照
～ 頁も参照

頁も参照
. 頁も参照

～ 頁も参照

グループ設定（メニュー ）には、シーティング方式、安全動作、中間位
置またはポジショナーに関するアクチュエータ機能のパラメータを含んで
いる。
これらのパラメータは表示または変更可能である。

操作データ（メニュー ）は、作動時間、起動回数、トルク異常の回数等
のデータを規定する。
これらのデータを分析すればアクチュエータとバルブの最適化に関する有
益なデータが得られる。これらのデータを適切に利用すれば、アクチュエ
ータとバルブは対応のパラメータ設定により適切に動作する。
異常の場合は、操作データの記録により迅速なエラー診断が可能となる。

電子式銘板（メニュー ）で、発注データの確認が出来る。

メーカ工場に問合わせる場合、下記のデータが必要です。
発注データ（ ）
製品データ（ ）

プロジェクトとユーザー仕様データはユーザーが任意に定めユーザー自身
で入力できます。
プロジェクトデータ（ ）

サービスデータ、例えばサービス電話番号やインターネットアドレスがこ
こに表示されます。
サービスデータ（ ）

－メニュー項目 （ ）がメーカ工場に問合わせる
場合に確認できます。
パラメータが正しく設定されていない場合は、アクチュエータの正常機能
が阻害されることがあります。したがって、これらの設定の変更は正式に
認可を受けたサービスマン以外の者が行なってはならない。

メニュー表示に関するより詳細なデータについては ～ 頁、 項、
メニュー表示を参照して下さい。



グループ ：診断表示

下記のサブグループは主グループ から選定できる。

個々のサブグループに関する詳細データは54頁以下を参照のこと。

ソフトウエアバージョンの点検 電源を入れると、ソフトウエアバージョンは約 秒間ディスプレーに表示
されます。

ソフトウエアバージョンに関する問合わせは電子式銘板（ 頁、メニュー
、 ）でも行なうことが出来ます。

フィールドバス　
        インターフェース

通常タイプの並列通信（それぞれの信号または指令）のほか、
インターフェース（接続された全てに対し 線式）も可能である。
フィールドバスによるプログラミングについて個々の指示が可能である。

押ボタン「エスケー
プ」を 度押す。

主バルブ
押ボタン「エスケープ」
を約５秒間押す。

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

診断メニュー（ 頁参照）に入っているデータは の業務サービスお
よびメーカ工場に問合わせの場合にのみ適用されるものである。

状態表示（グループ ）から診断表示（グループ ）へ変更するには：
押ボタン「エスケープ」 を押し、グループ が表示されるまで（メニ
 ュー表示 はここでスキップする）、押し続ける。
状態表示へ復帰するには：
 押ボタン「エスケープ」 を短時間 度押す。

＝ ソフトウエアバージョン
＝ バス状態
＝自動適応型ポジショナを介したデータ

＝全閉全開位置の入力
＝アクチュエータ信号
＝内部異常
＝内部警告
＝構成定義異常
＝論理ハードウエアバージョン
＝論理ソフトウエアバージョン
＝ のデータ
＝ ハードウエアバージョン
＝ ソフトウエアバージョン
＝ ハードウエアバージョン

図 診断表示



ディスプレー表示とソフトウェアパラメータ

状態表示 表示と操作については 頁、 項を参照。

表示 数値テキスト 注記

第 ライン：
操作モード

第 ライン：
作動コマンド

第3ライン：
アクチュエータ

位置
第 ライン：
現在の状態
（異常または警告が
発生していない場合
のみ）
異常または警告が発
生していると、これ
らの信号は第 ライン
に表示される。

操作モード「ローカル」－「オフ」－「リモート」はセレク
タースイッチで変更できる。
「リモート」と「設定点」間の選定は「モード」入力で行な
うことが出来る（ 頁、 項参照）。

－ の現場操作機が
解除されていないことを示す。この解除は先ず
外部からバスまたは入力信号で行なうこと。
パラメータ 、 頁参照 。

デジタル作動コマンド（「開」－「停止」－「閉」）は現場
操作機または「リモート」で与えることが出来る。
この作動コマンドは実際に正しく機能している間だけディス
プレー表示されます。
複数の作動コマンドが同時に機能すると「異常」信号が出ま
す。

公称値（例えば操作モード「設定点」の場合）。

アクチュエータ位置の実際値（たとえば のような実際
値発信器の場合のみ）。

アクチュエータは論理的に「開」動作を行なう（操作休止期
間中設定変更なし）。

アクチュエータは論理的に「閉」動作を行なう（操作休止期
間中設定変更なし）。

「全開」位置に到達（リミットのみまたはリミット＋トル
ク、シーティング方式による）。

「全閉」位置に到達（リミットのみまたはリミット＋トル
ク、シーティング方式による）。

定格位置にあり（定格操作の場合のみ）。

異常発生（異常発生信号で操作停止）；
メニュー 参照。

警告発生（警告信号は操作に影響せず、警告それ自体を目的
とするものである）；メニュー 参照。

異常と警告がともに発生した。

アクチュエータは「リモート」機能で操作できない。
アクチュエータの操作は現場操作機だけで行なわれる。

異常と「 」信号が発生。

警告と「 」信号が発生。

異常、警告および「 」信号が発生。

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型



表示 数値テキスト 注記

異常発生なし

の内部診断により内部異常を発見（内部異常の詳
細信号は 、 頁参照）

「閉」トルク異常発生（トルクまたはトルクリミット、シー
ティング形式による）；ヘルプ：逆指令または現場操作の押
ボタン「リセット」でリセット。

「開」トルク異常発生（トルクまたはトルクリミット、シー
ティング形式による）；ヘルプ：逆指令または現場操作の押
ボタン「リセット」でリセット。

相欠落；ヘルプ：欠落位相を接続する。 の外部電源
を使用すると、完全な 電圧供給が出来ない場合があるので、
必要に応じて点検と接続を行なうこと。

モータ保護が作動；ヘルプ：自動冷却または強制冷却を行な
うか、現場操作の押ボタン「リセット」でリセットを行なう。
フューズ を点検すること。

のシステム構成が正しくない（構成定義異常に関
する詳細信号は 、 頁参照）

警告発生なし

「全開」位置と「全閉」位置間の操作時間が設定時間を超過
する。（パラメータモニタートリガー、メニュー 参照）。
ヘルプ：実際の作動時間にしたがって作動時間を設定する。
全開、全閉位置の切換スイッチが正常かどうかを点検し、ア
クチュエータの機構を点検する。

最大サイクル／時または最大操作時間が設定値を超えている。
ヘルプ：モジュレーション動作を点検し、不感帯時間を増加
し、定格値の変更回数を減ずる。

開度発信器（ ）が標準化されていない。ヘルプ：アク
チュエータをリミット「全開」位置と「全閉」位置にそれぞ
れ作動させる。

の内部診断により内部警告の発生が確認された
(内部警告の詳細信号については 、 頁参照）

開度発信器の信号中断。原因は による。診
断表示 、 頁参照。
設定点の信号中断。ヘルプ：設定点信号と配線点検する。

（ ）の設定が配線図と一致しない。

トルク信号源の信号中断。原因は による。
診断表示 、 頁参照。

アクチュエータは「リモート」機能で操作可能。

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書



異常と警告： 頁、 章参照

メニュー表示 サブメニューのワイルドカード のパラメータは表示、変更が
可能である：

表示のみ（地色は灰色）
表示と変更（地色は白色）
（セレクタースイッチが「オフ」位置の場合にのみ可能）

パラメータの変更には先ずパスワードを入力すること（ 頁参照）。

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

－ インターフェース付のアクチュエータの場合のみ：
アクチュエータが テレグラムを受信した。この状
態ではアクチュエータは「リモート」での操作が出来ない。
ヘルプ： を送信する。
セレクタースイッチが 「リモート」位置に入っていない。ヘ
ルプ：セレクタースイッチを「リモート」位置に設定する。

バスインターフェースを装備したアクチュエータの場合のみ：
複数の操作コマンド（例えば「開」、「閉」信号）が同時に
受信された、または最大定格値を超過した。

バー表示でトルク 。アクチュエータの定格トルクのパーセ
ンテージ表示。

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

表示 数値テキスト 注記

言語

コントラスト（パーセント表
示）、この数値が高くなればディ
スプレーは暗くなる。

リミットスイッチの「全閉」／
「全開」位置を設定する。 頁参
照（パスワードが必要）

「全開」位置でオフ（ 頁、
項参照）

「全閉」位置でオフ（ 頁、
項参照）

「開」作動トルク、アクチュエータ
の定格トルクに対するパーセント値

「開」作動トルク、アクチュエータ
の定格トルクに対するパーセント値

トルクバイパス時間（ 秒）
( 頁、 項参照）



マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

プッシュツーラン操作または
「 」操作モードでの自己保
持プッシュツーラン操作＝オフ
（ 頁、 項参照）

ブリンカー（ 頁 項参照）

現場操作機 に対する信号
発信
（ 頁も参照）

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 



サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

現場操作機 － に対する
信号発信（ 頁も参照）
数値テキスト － 、パラメータ

、 頁

押ボタン操作または｢リモート｣操
作モードの自己保持
押ボタン作動＝オフ（ 頁、

項参照）



マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

異常 準備未了
異常 準備未了、トルク異常なし

異常
異常、トルク異常なし
異常 準備未了 警告
異常 準 備未了、サーモ
異常なし
異常 準備未了、トルク
異常なし サーマル異常なし
異常、サーマル異常なし
異常、トルク異常なし、サーマル
異常なし
異常 準備未了 警告
サーマル異常なし
リレー作動せず

または およ
び 信号 シーティング方
式による

または お
よび 信号 シーティン
グ方式による
アクチュエータは論理的に｢閉｣動作
アクチュエータは論理的｢開｣動作
アクチュエータは｢ローカル｣、｢リモ
ート｣で作動中、または手動操作中
開発発信器無しの場合のみ、｢ロー
カル｣または｢リモート｣が表示される。

｢閉｣リミットスイッチが作動
｢開｣リミットスイッチが作動
｢閉｣トルクスイッチが作動
｢開｣トルクスイッチが作動
モータ保護が作動 リセットが必
要な場合がある
｢閉｣方向でトルク異常が発生

｢開｣方向でトルク異常が発生

｢閉｣＋｢開｣トルク異常 結合信号

定格値信号が最低プログラム値よ
りも 低い

実際の位置信号が最低プログラム
値よりも 低い



マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

使用不可
トルク信号が最低プログラム値よ
りも 低い

「開」 「閉」操作の最大作動時
間のプログラム値を超過

最大サイクル回数時または最大運
作動時間時を超過

セレクタースイッチが「ローカ
ル」位置
セレクタースイッチが「リモー
ト」位置
セレクタースイッチが「オフ」位
置
操作モード「リモート」が有効
操作モード「設定点」が有効

中間位置 ～ 信号
信号挙動はパラメータ

～ に
よる、頁 ～

プログラムしたステップ範囲（パ
ラメータ 、

、 頁）が達成

信号曲線は現場操作機のプログラ
ムした点滅を含む光学信号「全
開」位置または「全閉」に対応し
ている

異常；内部異常(メニュー 参照)、
トルク異常、位相の異常、サーマ
ル異常を含む

警告；操作時間警告、起動作動、
参考基準操作無し、内部警告およ
び信号中断を含む

セレクタースイッチが「リモート」に
なっていない、誤った作動コマンド

アクチュエータは規定位置にある

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 



マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

一相が欠落
並列インターフェースのアナログ
入力 が信号中断
並列インターフェースのアナログ
入力 が信号中断
出力接点 を参照

異常モードが切れている
頁、 項参照

遅延時間（秒）( 頁 項参照)

異常時のアクチュエータの挙動
（ 頁参照）

アクチュエータ停止時の開度（パ
ーセント表示）

異常原因

インターフェースの場合のみ

緊急操作が切れている
頁、 項参照

異常時のアクチュエータの挙動
頁参照

緊急操作は「リモート」または
「ローカル」の場合のみ

バイパスなし
使用不可



マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

使用不可
使用不可

設定時の緊急
位置（パーセント表示）

「開」方向のステップモード
（ 頁、 項参照）

「開」方向の作動時間（秒）

「開」方向の休止時間（秒）

「開」方向のステップモード開始
（ストロークのパーセント表示）

「開」方向のステップモードの終
了（ストロークのパーセント表示)

「閉」方向のステップモード（
頁、 項参照）

「閉」方向の作動時間（秒）

「閉」方向の休止時間（秒）

「閉」方向のステップモード開始
（ストロークのパーセント表示）

「閉」方向のステップモードの終
了（ストロークのパーセント表示)
アクチュエータがスイッチオンさ
れている時間のモニター；最大サ
イクル時の設定
アクチュエータがスイッチオンさ
れている時間のモニター；最大作
動時間時の設定

最大操作時間（秒）

ポジショナ不感時間（秒） 頁も
参照のこと



マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

「全開」位置の許容範囲（パーセ
ント表示） 頁も参照のこと）

「全閉」位置の許容範囲（パーセ
ント表示） 頁も参照のこと）

「開」内部不感帯（ 頁も参照

「閉」内部不感帯（ 頁も参照

外部不感帯（ 頁も参照）

スレーブアドレス

バス二重化

チャンネル点検時間（秒）

中間位置 の位置（パーセント表
示）

中間位置 到達時の操作挙動
（ 頁、 項も参照）

中間位置 をオフするかまたは特
定の操作モードへ割り当てる

中間位置 での信号の挙動（ 頁、
項も参照）

中間位置 の位置（パーセント表
示）

中間位置 到達時の操作挙動
（ 頁、 項も参照）



マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

中間位置 をオフするかまたは特
定の操作モードへ割り当てる

中間位置 での信号の挙動（ 頁、
項も参照）

中間位置 の位置（パーセント表
示）

中間位置 到達時の操作挙動
（ 頁、 項も参照）

中間位置 をオフするかまたは特
定の操作モードへ割り当てる

中間位置 での信号の挙動
（ 頁、 項も参照）

中間位置 の位置（パーセント）

中間位置 到達時の操作挙動
（ 頁、 項も参照）



マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

中間位置 をオフするかまたは特
定の操作モードへ割り当てる

中間位置 での信号の挙動
（ 頁、 項も参照）

パスワード（ 頁も参照）；現在
有効なパスワードを入力した場合
にのみ検査、変更が可能

サブアセンブリーのスレーブ
アドレス

バス二重化

チャンネル点検時間（秒）

：ボーレートの選定

：ボーレートの選定

：パリティ選定

：接続制御時間（秒）

：スレーブアドレス

：二重化の挙動



マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

：チャンネル点検時間
（秒）

：デッドタイムプロセ
ス表示出力（ミリ秒）

：プロセス表示出力の
長さ

：プロセス表示入力の
長さ

：ボーレートの選定

：パリティ選定

：接続制御時間（秒）

：スレーブアドレス

：二重化の挙動

：チャンネル点検時間
（秒）

：デッドタイムプロセ
ス表示出力（ミリ秒）

：プロセス表示出力の
長さ

：プロセス表示入力の
長さ

対応のアクチュエータの場合のみ 対応のアクチュエータの場合のみ



マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

つのプロセス表示からの選定

プロセス表示において自由に規定
できるビット の指定

対応のアクチュエータの場合のみ 対応のアクチュエータの場合のみ
第一バスサブアセンブリーのプロセス提示の構成定義： についてのこれらのパラメータは ファイルで決定され、

についてのデフォルト値は変更できない数値に指定されます。



対応のアクチュエータの場合のみ 対応のアクチュエータの場合のみ
第一バスサブアセンブリーのプロセス提示の構成定義： についてのこれらのパラメータは ファイルで決定され、

についてのデフォルト値は変更できない数値に指定されます。
。

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 



対応のアクチュエータの場合のみ 対応のアクチュエータの場合のみ
第一バスサブアセンブリーのプロセス提示の構成定義： についてのこれらのパラメータは ファイルで決定され、

についてのデフォルト値は変更できない数値に指定されます。
第二バスサブアセンブリーのプロセス提示の構成定義： についてのこれらのパラメータは ファイルで決定され、

についてのデフォルト値は変更できない数値に指定されます。

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

構成定義 －
頁以下のパラメータとしての数

値テキスト

構成定義異常プロセス表示
バイト ビット

伝送値のコード化（パーセン
ト／パーミルの切替え）



マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

対応のアクチュエータの場合のみ 対応のアクチュエータの場合のみ
第一バスサブアセンブリーのプロセス提示の構成定義： についてのこれらのパラメータは ファイルで決定され、

についてのデフォルト値は変更できない数値に指定されます。
第二バスサブアセンブリーのプロセス提示の構成定義： についてのこれらのパラメータは ファイルで決定され、

についてのデフォルト値は変更できない数値に指定されます。

プロセス表示において自由に規定
できるバイト ビット － の構成定
義。
頁以下のパラメータ

としての から までの
数値テキスト。

つのプロセス表示からの選定

プロセス表示 において自由に規
定できるビット（ビット －ビッ
ト ）の構成定義。
頁以下のパラメータ

としての から までの
数値テキスト。

構成定義異常バイト ビット の
プロセス表示



マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

対応のアクチュエータの場合のみ 対応のアクチュエータの場合のみ
第一バスサブアセンブリーのプロセス提示の構成定義： についてのこれらのパラメータは ファイルで決定され、

についてのデフォルト値は変更できない数値に指定されます。
第二バスサブアセンブリーのプロセス提示の構成定義： についてのこれらのパラメータは ファイルで決定され、

についてのデフォルト値は変更できない数値に指定されます。

伝送値のコード化（パーセン
ト／パーミルの切替え）

プロセス表示 において自由に規
定できるバイト ビット －ビット
の構成定義（バス のインターフ
ェースについて）。
頁以下のパラメータ

としての から までの
数値テキスト。

反応モニター時間（単位：秒）。
頁もまた参照のこと。

全耐用期間中のモータの作動時間

へのリセット可能
全耐用期間中のサイクル数

へのリセット可能
「閉」方向でのトルクスイッチ作
動回数
へのリセット可能
「閉」方向でのリミットスイッチ
作動回数
へのリセット可能
「開」方向でのトルクスイッチ作
動回数
へのリセット可能
「開」方向でのリミットスイッチ
作動回数
へのリセット可能



マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

「閉」方向でのトルク異常回数

へのリセット可能
「開」方向でのトルク異常回数

へのリセット可能
熱異常（モーター保護）回数

へのリセット可能
起動／作動時間の警告信号が出さ
れたすべての時間の合計（ 頁参
照）

へのリセット可能（ 頁参照）

起動／作動時間の警告信号が出さ
れた間の最長時間断面（ 頁参照)

へのリセット可能（ 頁参照）

全耐用期間中の起動回数

へのリセット可能

工場設定

調整可能

工場にて設定

ロジックのソフトウエアバージョン
ロジックのハードウエアバージョン

調整可能
(カスタマー入力用フィールド）



対応のアクチュエータの場合のみ 対応のアクチュエータの場合のみ

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

工場にて設定

サービスマンによってのみ変更可能
サービスマンによってのみ変更可能

ポジショナーの機能（ 頁もまた
参照のこと）

適応挙動のオン／オフ

操作データ記録（ログ）のオン／
オフ

電子式銘板のオン／オフ

ステップモードのオン／オフ

パラメータの表示
中間位置のオン／オフ

パラメータの表示
モニタートリッガーのオン／オフ

反応モニターのオン／オフ（ 頁
もまた参照のこと）。
防爆型アクチュエータにおいて、
この機能は常に有効である。

の機能

設定点源なし
使用不可

並列インターフェースのアナロ
グ
使用不可



対応のアクチュエータの場合のみ 対応のアクチュエータの場合のみ

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

開度発信器使用不可
使用不可

からの位置
トルクモニターなし
使用不可

からのトルク信号
使用不可

使用不可
逆転防止 単位ミリ秒）

インターフェース使用不可
並列インターフェース

工場にて設定（ 頁、 節
参照のこと）



マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

実位置信号に割当てられたアナロ
グ出力
使用不可
アナログ出力 （並列インターフ
ェース） －
アナログ出力 （並列インターフ
ェース） －

使用不可
トルク信号に割当てられたアナロ
グ出力
アナログ出力 （並列インターフ
ェース） －
アナログ出力 （並列インターフ
ェース） －
アナログ出力 （並列インターフ
ェース）：設定点 の開始値と終
了値（単位： ）； 頁の コマ
ンド信号「と 頁の」スプリット
レンジ もまた参照のこと。

アナログ出力 （並列インターフ
ェース）：開始値と終了値
(単位： ）;

アナログ入力 ：
( ）開始値と終了
値 (単位： ）；

アナログ入力 ：
）開始値と終了

値 (単位： ）；

遠隔操作用インターフェースタイ
プ２



マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

サブグループ パラメータ サブメ 標準値 最小/ 数値 注記
 名称 ニュー  最大 テキスト 

アナログ入力 ：
( ）開始値と終了
値（単位： ）；

アナログ入力 ：
( ）開始値と終了
値（単位： ）；

現場操作の解除
バス経由のみ
「ローカル」でバス喪失時に自動

「リモート」、同上

「ローカル」と「リモート」、同上
解除入力による
アナログ入力 ：（ ）
開始値と終了値（単位： ）；

アナログ入力 ：（ ）
開始値と終了値（単位： ）；

アナログ入力 ：（ ）
開始値と終了値（単位： ）；

アナログ入力 ：（ ）
開始値と終了値（単位： ）；

の工場設定－パスワー
ド必要

の工場設定－パスワード必
要



診断表示 表示と操作については、 頁、 節を参照して下さい。

メニュー ディスプレー中の略語 備考

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

プルダウンレジスターは、ロジックでの全開／全閉位置の信号（リミットス
イッチとトルクスイッチ）の入力のために使用される。
プルアップレジスターは、ロジックでの全開／全閉位置の信号（リミットス
イッチとトルクスイッチ）の入力のために使用される。

アクチュエータの信号の設定なし
アクチュエータでのトルク信号「閉」の作動（保存されない）
アクチュエータでのトルク信号「開」の作動（保存されない）
アクチュエータでのリミット信号「閉」の作動
アクチュエータでのリミット信号「開」の作動
モータ保護の作動。ヘルプ：
冷却するのを待つ；その際、信号は自動的に取消されるか、または、さもな
ければ、セレクタースイッチを「ローカル」位置にして押しボタン「リセッ
ト」を押す。ヒューズ を点検する。

内部異常は何ら発生していない。
スタートアップ時に 作動装置に異常が検出された。ヘルプ：結線図と

（ ）を点検する。 作動装置を点検する。

セレクタースイッチの認識に欠陥がある（どのホールセンサーも作動しない、
または、複数のホールセンサーが作動する）。ヘルプ：現場操作基板を点検
する。ハウジング中の現場操作機の取付け部品を点検する。
リレー基板に対する作動コマンドの出力に欠陥がある。ヘルプ：論理基板と
リレー基板を点検する。

への通信が行えない。
ヘルプ： （ ）の設定が結線図に従っていな
ければならない。結線を点検する。 を点検する。

インターフェースとの通信が行えない。ヘルプ：
（ ）の設定が結線図に従っていなければならない。結線を点検する。

インターフェースを点検する。
並列インターフェースへの通信が行えない。ヘルプ： （ ）
の設定が結線図に従っていること。結線を点検する。並列インターフェース
を点検する。
電源での相順の検出に欠陥がある。ヘルプ：相順の検出を調べる。結線を点
検する。

で内部異常が検出された。
ヘルプ： を交換する。

ロジックが通信を確立できない。
反応モニターの異常信号（ 頁参照）



メニュー ディスプレー中の略語 備考

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

現場操作機のハードウエアの異常

内部警告は何ら発生していない。
ロジックの に欠陥がある。ヘルプ：ロジックを点検し、必要があれ
ば、 を交換する。
工場設定で有効としたものを使用できない。

は正しく構成定義されている。
（ 参照）の設定が （ 参

照）の構成定義に合致していない。
（ 参照）の設定が

（ 参照）の構成定義に合致していない。
ロジックのハードウエアバージョンの表示
ロジックのソフトウエアバージョンの表示

が搭載されている場合、その原数値は以下の場所に表示される：
ライン に「全閉」位置での数値
ライン に現在の数値
ライン に「全開」位置での数値

のハードウエアバージョン
のソフトウエアバージョン

インターフェースのハードウエアバージョン
インターフェースのソフトウエアバージョン

インターフェースがボーレートを検索する。
所与のボーレートがモニターされる。この場合、マスターでの ウオッチド
ッグは作動しない。
通信がモニターされ、マスターでの ウオッチドッグが作動する。

インターフェースが正しいパラメータデータを待つ。
インターフェースが正しい構成定義データを待つ。
インターフェースが現在、マスターとデータ交換中である。

内部状態検出器が異常を検出した。
インターフェースがグローバルコントロール テレグラ

ムを受取った。この状態で、アクチュエータを遠隔操作することはできない。
インターフェースは長さ のデータを受取る（フェールセーフテレグラム）。
インターフェースが第二チャンネル経由で通信を行う。

自動適応型ポジショナーの不感帯が規定通りに表示される：
ライン に内部不感帯「閉」についての数値
ライン に外部不感帯についての数値
ライン に内部不感帯「開」についての数値



メニュー ディスプレー中の略語 備考

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

インターフェースがボーレートを検索する。
所与のボーレートがモニターされる。この場合、マスターでの ウオッチド
ッグは作動しない。
通信がモニターされ、マスターでの ウオッチドッグが作動する。

インターフェースが正しいパラメータデータを待つ。
インターフェースが正しい構成定義データを待つ。
インターフェースが現在、マスターとデータ交換中である。

内部状態検出器が異常を検出した。
インターフェースがグローバルコントロール テレグラ

ムを受取った。この状態で、アクチュエータを遠隔操作することはできない。
インターフェースが長さ のデータを受取った（フェールセーフテレグラム）。
インターフェースが第二チャンネル経由で通信を行う。

単位での設定点 （標準 インターフェースのみ）

インターフェースが現在、マスターとデータ交換中である。
アクチュエータのアドレス用ではないと認識された テレグラムがあ
る。

インターフェースが第二チャンネル経由で通信を行う。

インターフェースが現在、マスターとデータ交換中である。
アクチュエータのアドレス用ではないと認識された テレグラムがあ
る。

インターフェースは第二チャンネル経由で通信を行う。



の操作モードと機能

「オフ」操作モード

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

には、次の操作形式／モードがあります：

「オフ」操作モード
「ローカル」操作モード－現場操作機の押しボタン「開」－「停止」－
 「閉」を使用する制御
「リモート」操作モード－遠隔中央制御室またはプロセス制御システム
 からのコマンド「開」－「停止」－「閉」による制御
「緊急」操作モード－遠隔操作センターまたはプロセス制御システムか
 らのコマンド「緊急」による制御
「設定点」操作モード－アナログ設定点、例えば、 － での制御
「異常」操作モード－アナログ設定点（ポジショナー）の喪失時および

通信喪失時（ポジショナー）のアクチュエータの挙動

ディスプレーに現時点の操作モードが表示されます（ 頁、 節参照
のこと）。

図 現場操作機

セレクタースイッチ: 「ローカル」 「オフ」
       「リモート」

「ローカル」位置で
のセレクタースイッ
チの機能：

「オフ」および「リモート」
位置でのセレクタースイッチ
機能：

開 スクロール／値の変更

閉 選定の確認

リセット エスケープ

現場操作機のセレクタースイッチ（図 ）を( )
位置にします。

オン・オフ操作も調節操作もできません。
入力信号「緊急」（ 頁、 節参照）は無
 視されます。つまり、緊急時操作はできませ
 ん。
以後、メニュー操作のために、▲、▼、 、
      の押しボタンを使用することができます。
 操作の詳細については 頁、 節を参照
 して下さい。

図



「ローカル」操作モード

「リモート」操作モード

「緊急」操作モード

「緊急」操作モードは最優先されます。

「緊急」操作時の挙動： ( 頁、 のパラメータ）

に対する「緊急」操作時の挙動：
緊急入力に が接続された場合、つまり、それより以前は緊急入力に
信号が接続されていた場合に、緊急操作が開始されます。

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

図

図

「緊急」信号を除去することにより、アクチュエータをプログラミングさ
れた「緊急」の位置にすることができます（結線図 参照）。
「緊急」信号の作用は低活性なので、通常の状態で接点 のピン に を
供給しなければなりません。この信号が遮断された時に緊急操作が行われ
ます。

セレクタースイッチが「ローカル」または「リモート」の位置になって
 いるか、または「リモート」だけでも、緊急操作を行うことができます
（ 頁、 のパラメータ）。
セレクタースイッチが「オフ」になっている場合は緊急操作を行うこと
 ができません。

現場操作機のセレクタースイッチ（図 ）を
「ローカル」の位置にします。

「開」－「停止」－「閉」の押しボタン（図
）によりアクチュエータを操作することが

 できます。
プッシュツーラン式と自己保持式（ 頁、

節）の切替えを行うことができます。
自動リセットされない異常（ 、 頁参照）
 と警告は「リセット」ボタンにより確認して
 下さい。

現場操作機のセレクタースイッチ（図 ）を
「リモート」の位置にします。

アクチュエータは、外部からの「開」－「停
 止」－「閉」の遠隔操作コマンドにより操作
 されます。
プッシュツーラン式と自己保持式（ 頁、

節）の切替えを行うことができます。



“ ”に対する「緊急」操作時の挙動：
「緊急」信号が になった時、すぐに、「緊急」操作が開始されます。

「緊急」操作時の挙動 がオンになってい
るなら、「緊急」信号入力に が接続された時、アクチュエー
タがオンになった後すぐに「緊急」操作が開始されます。

「緊急」操作の動作：

「緊急」位置 「緊急」操作の動作が （ のパ
ラメータ）に設定されているなら、アクチュエータはここで述べる「緊急
位置」まで作動します。

インターフェース付きのアクチュエータでは、こ
の「緊急」操作の挙動は行われない。

「設定点」操作モード（調節定格）

ポジショナー 制御装置 の一体型ポジショナー（オプション）は、定格位置の値
と入力信号 に従ってモータを制御するための位置決め信号を出します。

コマンド信号 次の定格値をコマンド信号（ ）としてプログラミングで使用することが
できます：
－ ； － ； － ； －
対応パラメータ： 頁、メニュー の と

。

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

図

「緊急」操作のために次の動作（アクチュエータの反応）をプログラミン
グすることができます：（ 頁、 ）
－  アクチュエータは現時点の位置で停止する
－  アクチュエータは全閉位置まで動く
－ アクチュエータは全開位置まで動く
－  アクチュエータは所定の位置まで動く

現場操作機のセレクタースイッチ（図 ）を
「リモート」の位置にします。

アナログ入力信号によって制御が行われます。
がポジショナー（オプション）を装

備している場合、アクチュエータはアナログ入
力信号（ ）によって制御することができ
ます。工場では、 のパラメータ
( 頁参照）を に設定
してあります。このバージョンでは、デジタル
入力「モード」が追加されており、それによっ
て制御モード（「設定点」と「リモート」）の
切替えを行うことができます（ 頁参照）。



オーバーラン（内部不感帯） 内部不感帯はアクチュエータのスイッチ切り点を規定します（図 ）。
アクチュエータが定格値にできるだけ近くで停止することを保証するため、
一体型の自動適応型ポジショナーによってこの数値を自動的に規定することが
できます。

最大誤差（外部不感帯） 外部不感帯はアクチュエータのスイッチ入り点を規定します。
実際値（入力信号 ）または定格値の変化が外部不感帯により決定された
誤差より高ければ、モータは運転を開始します（図 参照）。一体型の自
動適応ポジショナーにより数値を自動的に規定することができます。

ポジショナーの自動適応挙動を取消すことができます（ 頁、
のパラメータ）。

その場合、オーバーランと最大誤差はサブグループ
でのパラメータを使用して手動で設定しなければなりません
( 頁）。標準設定： ＝ （スイッ
チ入）。

デッドタイム（t-オフ） デッドタイムは、所定の時間内に新たな定格位置での作動に移行するのを
防止します。デットタイム（ 頁、 のパラメータ）は から
秒の間に設定できます。

アクチュエータの最大許容起動回数を超えないことは制御装置
を介して保証されなければなりません。これは、デッドタイム
を十分高い数値に設定することにより達成できます。

全閉／全開（許容定格値 ）

アクチュエータの位置

モータ 入
定格値（ ）

実際値（ ）

モータ 切

定格値到達オーバーラン

外部不
感帯

内部不
感帯

内部不
感帯

開

閉 ％

定格値

最大誤差

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

図 調節定格

全開／全閉位置に接近するための定格値 または に到達しない
場合、定格値の許容範囲を全開／全閉位置の範囲内に設定することができ
ます（ 頁、 のパラメー
タ）。許容範囲を超えるか、または、それに到達しない場合、アクチュエ
ータは、全開／全閉位置に到達するまで操作し続けます。これによりアク
チュエータの全開／全閉は保証されます。 と組合せた場合
には許容範囲は必要とされません、従い効果もありません。この場合、ア
クチュエータは定格値 ％になるとすぐに全閉となり、また、定格値 ％
になるとすぐに全開となります。



スプリットレンジ

オン・オフ定格（「リモート」）と調節定格（「設定点」）の切替え

「異常」操作モード

異常時の挙動：

をオンにすれば、断線が発生した場合でも、
アクチュエータのスイッチを入れた時すぐに安全操作が開始さ
れます。

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

図

スプリットレンジにより、定格値信号が同じである複数のアクチュエータ
を個別に制御する必要がある場合などの定格値レンジにポジショナーを適
応させることができます。 台のアクチュエータのための標準値は －

と － です。他の数値もまた可能です。定格値レンジのための
パラメータは、 頁、メニュー の と

。

ポジショナー付きのアクチュエータについては、入力「モード」を介して、
オン･オフ定格と調節定格の切替えが可能です（結線図 参
照）。
入力「モード」：＋ ＝「リモート」＝オン･オフ定格。つまり、バイ
ナリーコマンド「開」－「停止」－「閉」により制御されます。
入力「モード」： （または入力オープン）＝「設定点」＝調節定格。
つまり、アナログ信号（例えば、 － ）により制御されます。

インターフェース付きのアクチュエータについては、プロ
セス表示出力におけるコントロールビットリモート「設定点」によって切
替えます。

「異常」操作モードにより、ケーブルの断線または通信異常時に安全な操
作を開始することができます。

断線については、次の信号がモニターされます。
入力信号 （位置の設定値）
 例えば：
‒ のモニタリング＝ －

が より低い＝断線
‒ のモニタリング＝ －

が より低い＝断線
‒ のモニタリング＝ － は不可能
入力信号 （位置の実際値）
 例えば：
‒ （アクチュエータにおける ）のモニタリング
通信異常および 内部の異常が認識される。

通信

異常時の挙動（ ）
頁、 のパラメータ）

スイッチを入れた時に断線がないと認識された後にのみ、安全な操作が開
始されますが、断線はその後の信号の喪失により認識されます。この設定
により、信号 が接続されずにスイッチを入れた場合、アクチュエータが
プログラミングされた安全操作を実行しないことが保証されます。

異常時の挙動（ ）
( 頁、 のパラメータ）
断線時に安全な操作が開始されます。



異常の原因：

異常時の位置：

事前設定位置：

遅延時間：

信号リレー

ステップモード

ディスプレーでのステップモードの設定を可能にするには、
（ 頁、メニュー ）の設定が

になっていること。

「全開」
位置

「開」のステップ範囲

「全閉」位置

「閉」のステッ
プ範囲

休
止
時
間

「開」のステップモードの始点

「開」のステップモードの始点

「開」のステップモードの終点

「開」のステッ
プモードの終点

作
動
時
間

休
止
時
間

作
動
時
間
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図

安全挙動の開始理由
（ のパラメータ）
設定値 の喪失
設定値 の喪失または のフィードバック

通信の異常（ 付きアクチュエータのみ）

信号喪失時用に、次の動作（アクチュエータの反応）をプログラミングす
ることができます：（ 頁、 のパラメータ）
－ ： アクチュエータはその時点の位置で停止する
－ ： アクチュエータは全閉位置まで動く
－ ： アクチュエータは全開位置まで動く
－ ：アクチュエータは所定の位置まで動く
「緊急」操作の動作が （ 頁、
のパラメータ）に設定されているなら、アクチュエータはここで述べる安
全位置まで作動する。
断線の認識から安全動作の開始までの間の経過時間を規定します。（ 頁、

のパラメータ）
の信号リレーは、プログラミングが可能であり、いろいろな信号

に割り当てることができます。 から の信号リレーの様々な信号と同様、
集合異常信号（異常リレー）の内容が から 頁に記載されています。
ステップモードを使用し、バルブの全ストロークまたは一部についての作
動時間を増やすことができます（図 参照）。
「ローカル」、「リモート」、「設定値」の操作モードにおいてステッ
 プモードを実行できます。
ステップモードは「開」方向および「閉」方向についてそれぞれ別々に
 作動させることができます（ 頁、 と

）。
両方向について、ステップ範囲（ステップモードの始点と終点）を別々
 に設定することができます（ 頁、 と ）。
「開」方向および「閉」方向について、「オン」と「オフ」の時間を別
 々に設定することができます（ 頁、

と ）。



位置のアナログフィードバック

トルクのアナログフィードバック

インターフェース付きのアクチュエータについては、プロセス
表示によりトルクのフィードバックを行います。

シーティング方式

リミットシーティング：

トルクシーティング：

設定：

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

図

アクチュエータに開度発信器（ ）が装備されているなら、電気接続
(結線図参照）での － の信号形態により（ 頁、

のパラメータ参照）位置のアナログフィードバック（ガル
バーニ絶縁付き）を行うことが出来ます。全開／全閉位置または所定のス
トロークに調整する必要はありません。全開／全閉位置（ と

）により自動調整が行われます。
トルクシーティング用には、フィードバックの偏差を最小にするためにリ
ミットスイッチをバルブの全開／全閉位置にできるだけ近く設定すること。

インターフェース付きのアクチュエータについては、プロ
セス表示により位置のフィードバックを行います。

搭載された磁気リミットおよびトルク発信器（ ）により、電気接続
(結線図参照）での － の信号形態（ 頁、

のパラメータ参照）によりトルクのアナログフィードバッ
ク（ガルバーニ絶縁付き）を行うことが出来ます。ゼロ点は選択された出
力範囲の中央（ または ）にあります。「閉」方向のトルクは

または で表示され、「開」方向のトルクは または
で表示されます。定格出力トルク については、「閉」方向で

または 、「開」方向で が表示されます。

リミットスイッチ（ 頁、第 章）は、任意の切替え点でアクチュエータの
スイッチを切断するように設定されます。トルクスイッチ（ 頁、第 章）
はバルブの過負荷保護装置として機能します。

トルクの切替え（ 頁、第 章）は任意の作動トルク値に設定されます。
その作動トルク値に達すればアクチュエータはオフになります。
リミットスイッチ（ 頁、第 章）は、警報および位置のフィードバックの
自動調整に使用されます（ 頁、 節）。設定された作動トルク値に達
する直前にリミットスイッチが作動するように設定する必要があります。
そうでない場合、次の異常信号の一つが表示されます：

または （ 頁、メニュー ）

バルブのために必要とされるシーティング方式、つまり、リミットまたは
トルクシーティングは、「閉」方向と「開」方向で別々に設定することが
できます。

のパラメータ（ 頁、メニュー ）
のパラメータ（ 頁、メニュー ）



プッシュツーランまたは自己保持操作

プッシュツーラン操作：

自己保持操作：

「停止」コマンドなしでの自
己保持操作：
設定：

中間位置

活性化（有効化）：

位置決め：

操作挙動：

中間位置（位置 － ）に到達した時点のストロークの中断は
「ローカル」および「リモート」の操作モードにおいてのみ有
効である。

信号： 必要に応じ、制御システムの信号リレーの つによって中間位置への到達の
信号を送ることができます（ － 頁の －

のパラメータ）。

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

作動コマンドが発信されている間、アクチュエータは「開」または「閉」
方向に動き続けます。作動コマンドがなくなれば、アクチュエータは停止
します。

作動コマンドが与えられた後、アクチュエータは「開」または「閉」方向
に動きます。作動コマンドがなくなっても、「停止」命令によって、また
は、全開／全閉位置または中間位置に到達することによって停止するまで、
アクチュエータは動き続けます（自己保持操作）。

「停止」コマンドがなくても回転方向をすぐに逆転させることができます。

プッシュツーランおよび自己保持操作は、「ローカル」、「リモート」、
「設定点」の操作モードでそれぞれ設定することができます。

のパラメータ（ 頁、メニュー ）
のパラメータ（ 頁、メニュー ）

インターフェース付きアクチュエータについては、
が使用できません。

については つの中間位置をプログラミングできます。

プログラミングは、現場操作、遠隔操作、またはその両操作モード用に有
効です（ － 頁、 －

のパラメータ）。
それぞれの中間位置はストロークの から ％の間の数値に設定すること
ができます（ － ページ、 － のパラメータ）。

中間位置に到達した時のアクチュエータの反応は、 － 頁の
－ のパラメータによってプログラミン

グすることができます。

中間停止しない
「開」方向に走行中に中間位置に到達した時点でアクチュエータは停止する。新た
な作動コマンドが発信された後にのみアクチュエータは作動する。
「開」方向に走行中に中間位置に到達した時点でアクチュエータは停止する。新た
な作動コマンドが発信された後にのみアクチュエータは作動する。
中間位置に到達した時点でアクチュエータは停止する。新たな作動コマンドが発信
された後にのみアクチュエータは作動する。

信号なし

中間位置に到達した時点から「全開」位置に到達するまで信号が出る。

「全閉」位置から中間位置に到達するまで信号が出る。

中間位置を通過する時にパルス信号が出る。



ディスプレーによって中間位置のための設定を行うには、
頁、メニューM が になっているこ

と。

トルクバイパス 必要に応じて、トルクのモニタリングを一定の時間行わないようにするこ
とができます。この時間は調整可能です。トルクのモニタリングはアクチ
ュエータの位置に関係なく有効です。
頁、 のパラメータ。

モニタリング機能

トルクのモニタリング ストロークの途中で設定されたトルクに達したなら、アクチュエータは停
止し、トルク異常が表示されます。この異常は記憶され、 の設定
に従い、反対方向での作動命令により確認されます。現場操作機では、セ
レクタースイッチを「ローカル」にした状態で「リセット」ボタンにより
この異常を確認することができます。

モータ保護（熱のモニタリング）
サーミスタ（標準） モータの温度の上昇が許容限度を超えた場合、アクチュエータは停止し、

熱異常（集合異常信号）が表示されます。モータが冷めたら、現場操作機
の「リセット」ボタンを押して異常をリセットすること。 がフィ
ールドバスインターフェースを装備しているなら、フィールドバスからのリ
セット命令によりリセットすることができます。

サーモスイッチおよび熱過負荷リレー（オプション）
モータの温度の上昇が許容限度を超えた場合、または、熱過負荷リレーに
設定された作動電流に達した場合、アクチュエータは停止し、熱異常（集
合異常信号）が表示されます。モータが冷めたら、現場操作機の「リセッ
ト」ボタンを押して異常をリセットすること。必要に応じて、熱過負荷リ
レーを手動でリセットすること。最後に、 の後ろのカバーを外し
( 頁、図 ）、熱過負荷リレーの「リセット」ボタンを押してください。

時間当りの最大許容起動回数または最大作動時間の超過
1時間当りの最大許容起動回数および最大作動時間を超過しないようモニタ
リングされます。1時間当りの最大許容起動回数および最大作動時間はアク
チュエータのタイプに従い、工場で設定されます。このモニタリング機能
により、異常発生の信号が出されます。アクチュエータは停止しません。

「全開」位置「全閉」位置

アクチュエータの位置

＝信号有効０＝信号無効

中間位置

信号なし

中間位置での
信号の挙動

マルチターンアクチュエータ　
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図



マルチターンアクチュエータ　
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この超過は操作データカウンター“ と
（ 頁）に記録されます。
には、起動／作動時間の警告信号が出されたすべての

時間の合計が記録されます。
には、起動／作動時間の警告の最大継続時間が記録さ

れます。
例：
設定された 時間当りのサイクル数または作動時間を超過したことにより、

は、起動／作動時間の警告信号を 分、 分、 分と 回出しま
す。その後、操作データカウンターにはつぎの数値が記録されています：

＝ 分   すべての時間区分の合計（ ＋ ＋ 分）
＝ 分   最長時間

この機能により、アクチュエータの操作時間をモニタリングすることがで
きます。アクチュエータが「全開」位置から「全閉」位置まで動くのに設
定時間（ 頁、 ）以上を要している場合、警告信号が出さ
れます。アクチュエータは停止しません。アクチュエータが中間位置から
全開／全閉位置に動く場合、設定された全ストロークについてのモニタリ
ング時間は、動くべきストローク部分に比例して変更されます。

制御装置 は、アクチュエータのコントロールユニットによりアク
チュエータの反応をモニタリングします。
設定時間（ 頁、 ）内にアクチュエータの出力ドライブ
で反応が記録されない場合、アクチュエータのスイッチが切れ、異常信号
（集合異常信号）が発生します。反応モニターの起動は、診断メニューに
も表示されます。
現場操作機の「リセット」ボタンによってこの異常から復帰することがで
きます。

がフィールドバスインターフェースを装備しているなら、フィー
ルドバスからのリセット命令によりリセットすることができます。
中間位置からの作動の場合、反応のモニタリングは行われません。
反応のモニタリングは工場で設定されています（ 頁、

のパラメータ）。

アクチュエータが作動しているか、どの方向で作動しているかを表示しな
がら、信号リレー － により信号を制御ステーションに送ることができま
す。
－ 頁、信号リレー － の と のパ

ラメータ。
現場操作機では、 によって、アクチュエータが作動しているか、どの
方向で作動しているかを表示することができます（ 頁、 節参照）。
点滅表示は、 頁の のパラメータによって入・切を切替えます
。

ディスプレーを介して操作時間または作動時間の設定を行うに
は、 （ 頁、メニュー ）が

になっていなければなりません。

ディスプレーを介して最大起動回数または最大作動時間の設定
を行うためには、 （ 頁、メニュー
）が になっていなければなりません。

操作時間のモニタリング

反応のモニタリング

作動表示（点滅式）



操作データのログ（記録）

電子式銘板

現場操作の解除（オプション）

異常と警報
異常

警告

開度のフィードバック／表示 （アクチュエータから）についての問題

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

により様々なデータがモニターされ、無電源保持型、電気的消去
書き込み可能メモリー（ ）により記録されます。 台のカウンタ
ーが装備され、うち 台は消去可能です。記録されたデータ（ 頁参照）は
ディスプレー上で読み出しまたは削除を行うことが出来ます（ 頁、

節参照）。削除のためのアクセスはパスワードで保護されています。

ディスプレーによって操作データの記録のための設定を行うには、
（ 頁、メニュー ）の設定が

になっていること。

ディスプレーを介して電子式銘板の設定を行うには、
（ 頁、メニュー ）の設定が

になっていること。

電子式銘板は、アクチュエータと現場のデータを記録します（ 頁参照）。
必要に応じて、自由に規定できるカスタマーフィールド、バルブ番号、現
場番号を変更または入力することができます（ 頁、 節参照）。

現場操作機の押しボタン「開」 「停止」 「閉」 「リセット」による
アクチュエータの作動をデジタル入力「解除」によって解除または無効に
することができます（結線図 参照）。
現場操作の無効化：入力「解除」に信号なし
現場操作の解除：入力「解除」に信号を接続

押しボタン操作するには、現場操作機のセレクタースイッチが「ローカル」
位置になっていること。

フィールドバスインターフェースを組み合わせた場合、バスを介して現場
操作機の解除が行われます。 または

の取扱説明書を参照して下さい。

異常が発生すれば、アクチュエータの電気作動は中断または停止されます。
異常は状態表示（ 頁）に表示され、そこに呼び出すことができます。異
常と の設定に従い、異常リレーによって信号が送られます（ 頁、

のパラメータ参照）。
診断表示により詳細を呼び出すこともできます（ 頁）。

警告はアクチュエータの電気的操作に全く影響しません。警告は情報を提
供するだけです。
警告は状態表示（ 頁）に表示され、そこに呼び出すことができます。診
断表示により追加情報を呼び出すこともできます（ 頁）。

の設定に従い、異常リレーによって警告の信号が送られます
（ 頁、 のパラメータ参照）。

（ ）のパラメータを確認して下さい：数値が搭載
 された開度発信器に合致していること。

（ ）のパラメータを確認して下さい：数値
 が結線図に合致していること。

（ ）のパラメータを確認して下さ
 い：数値が要求されるフィードバックに合致していること。



設定点 についての問題

液晶ディスプレーの不具合
または読み出し不能

アクチュエータが作動しない

アクチュエータが現場操作機
によってしか操作しない

「閉」または「開」方向でのリミットシーティングでアクチュエータのスイッチが切れない

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

診断ページ を調べて下さい：
 上の行の数値が「全閉」位置の原数値、下の行の数値が「全開」位置の
 原数値であり、真ん中の行の数値がその時点の開度発信器の原数値であ
 る（出力ドライブシャフトが回転する時、ストローク全体で均等に変化
 すること）。
トルクシーティングについて：
 全開／全閉の限界位置をトルクスイッチ切り点にできるだけ近く設定し
 てください。
開度フィードバックのガルバーニ絶縁式電源 を点検して下さい。

（ ）のパラメータが にな
 っていること。

（ ）のパラメータを確認して下さい：
 数値が結線図に合致していること。
並列インターフェースの入力範囲が正しく設定されていること（

（ ）と （ ）
 のパラメータ）。
許容値のパラメータが正しく設定されていること（
（ ）と （ ）のパラメータ）。
位置のフィードバックが正しく機能すること（ 節参照）。

の の電圧供給を確認して下さい（例えば、現場操作機のす
 べての ランプがすぐに点灯すること。必要に応じて、ヒューズを点
 検して下さい）。
液晶ディスプレーのコントラストの設定：液晶ディスプレーのコントラ
 ストのパラメータ （ ）を変えるか（数値を大きく
 すれば画面は暗くなる）、または、 頁の記載の通り、 エスケープ
 ボタンを使用してコントラストを変えてください。

モータの電圧供給を確認して下さい。
の の電圧供給を確認して下さい（例えば、現場操作機のす

 べての ランプがすぐに点灯すること。必要に応じて、ヒューズを点
 検して下さい）。
異常信号（状態 または診断ページ ）を点検して下さい。異常信号が
 発生した時、アクチュエータは操作することができません。

（ ）の設定が結線図に従っていること。
「準備未完表示」の信号を点検して下さい（状態ページ ）。

アクチュエータがトルクシーティングに設定されています。
アクチュエータをリミットシーティングに設定して下さい：

のパラメータ（ 頁）を に設定して下さい。
のパラメータ（ 頁）を に設定して下さい。



ヒューズ

耐圧防爆構造です！カバーの取り扱いに注意して下さい。いかな
る方法でもすきま面を傷つけたり、汚してはなりません。取付け
の際にカバーを無理に押し込まないでください。

ヒューズ：
（図W）

サイズ

－ 電 磁 開 閉 器
  付 き

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

図

耐圧防爆構造です！開ける前に、ガスが無いことおよび電圧
 が掛かっていないことを確認して下さい。
裏側のカバーを外すと、ヒューズ（図 ）に近づくことができ
 ます。
ヒューズ交換の際は、同一の数値のものだけを使用すること。

： 開閉器タイプ：電源供給ユニットの一次側ヒューズ
： 直流 内部供給
： 交流 内部供給（オプション：交流 ）；

ヒータ、 サーミスタ用作動装置、制御用電磁開閉器
： カスタマー用直流 外部供給のための短絡保護としての自動

  リセット式ヒューズ（結線参照）。
このヒューズは電源供給ユニット上に配置され、裏側からはア

  クセスできません。



保守点検 いかなる保守点検でも、以下のことを順守すること。

耐圧防爆構造です！開ける前に、爆発性のガスが無いことおよ
び電圧が掛かっていないことを確認して下さい。

耐圧防爆構造です！カバーの取り扱いに注意して下さい。いか
なる方法でもすきま面を傷つけたり、汚してはいけません。取
付けの際にカバーを無理に押し込まないでください。

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

目視によりアクチュエータを点検して下さい。外部の損傷や変化が無い
 ことを確認して下さい。電気接続ケーブルは損傷なく正しく配線されて
 いること。
電線管口、ケーブルグランド、プラグ等がしっかりと正しく締め付けら
 れ、密封されていることを確認して下さい。製造メーカの記載に従って、
 トルクを確認して下さい。必要な場合は、部品を交換して下さい。検査
 成績証明書が添付されている部品のみをご使用下さい。
防爆用接続が正しく締め付けられていることを確認して下さい。
端子や電線が変色していないか注意して下さい。これらは、温度の上昇
 を示めしていることがあります。
防爆用のハウジングでは、特に、水が溜まっていないか注意して下さい。
 これは急激な温度変化（例えば、夜と昼の変化）による「呼吸」や損傷
 したシール材等に起因します。速やかに水分を除去して下さい。
耐圧防爆構造のすきま接合面に汚れや腐食が無いことを確認して下さい。
 すべてのすきま接合面の寸法は厳密に規定され、検査されているので、
 接合面にいかなる機械加工（研削など）も行ってはなりません。すきま
 接合面は化学薬品（例えば、 ）で洗浄して下さい。
 取付けの前に、接合面を非酸化性の酸化防止剤（例えば、

）で保護して下さい。
すべてのハウジングカバーを丁寧に取扱い、シール材を点検して下さい。
すべてのケーブルおよびモータ保護部品を点検して下さい。
保守点検中に安全性を損なうような欠陥が見つかった場合、速やかに修
 理作業を実施して下さい。
すきま接合面にはいかなる種類の表面塗装も行ってはなりません。
部品、シール材等を交換する場合、純正交換部品のみをご使用下さい。

定期点検と保守点検（少なくとも 年毎）は、欧州規格
「爆発危険地域での電気装置の検査および保守

点検」に従って行って下さい。
爆発危険地域で作業する場合、欧州規格 「爆発
 危険地域での電気機器の据付け」を順守して下さい。
電圧がかかった状態で開放されたアクチュエータに対する作
 業は、作業中に爆発の危険性が無いことが保証される場合に
 のみ認められます。
各国の補足的な規則もまた順守して下さい。



さらに、以下の方法をお薦めします：

なお、 純正の潤滑油のみをご使用になることをお薦めしま
す。

ギアのハウジングには工場で潤滑油が充填されます。
次の使用期間後にグリースの交換を行うことをお薦めします：

あまり使用しない場合 － 年後
頻繁に使用する場合 － 年後

バルブステムの潤滑注油は別途行うこと。

サービス は、例えば、アクチュエータの保守点検および更新といった広範囲のサ
ービスを提供しています。弊社の営業所および代理店の住所は 頁またはイン
ターネット上（ 頁）で見つけることができます。

マルチターンアクチュエータ　
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あまり使用しない場合でも、 ヶ月毎に試運転を行って下さい。それによ
 り、アクチュエータをいつでも作動できる状態にしておくことが出来ま
 す。
稼動前点検調整の約 ヶ月後とそれ以降 年毎にアクチュエータとバルブ／
 ギアボックスとの締め付け具合を点検して下さい。必要に応じて、 頁の
 表 に記載されたトルクで締め直して下さい。
出力ドライブ タイプ付きのマルチターンアクチュエータの場合、およそ
ヶ月の間隔で、ボールベアリング用のグリースをグリースガンでグリー

 スニップルに数回圧入して下さい。



マルチターンアクチュエータ の分解図と交換部品一覧

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書



注記:
交換部品を注文する時は、アクチュエータの型番と受注管理番号（ ）（銘板参照のこと）を明記して下
さい。

回転数 から までの出力速度を持った ；モータ用ケーブルはピンキャリヤに直接接続され
る（番号 ）。
いくつかの出力速度では使用されない。
基本機器には含まれない。

番号 タイプ 品名 番号 タイプ 品名

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型

切り欠きピン
平頭ねじ
締め付け座金
ネジ
ハウジングアセンブリー
底部フランジアセンブリー
中空シャフトアセンブリー（ウォームホイールなし）
ウォームシャフトアセンブリー
いもねじ（グラブスクリュー）
カップリング用ピン
プルロッドアセンブリー
モーターカップリング
手動駆動部カップリングアセンブリー
ウォームホイール
手動用駆動部アセンブリー用遊星ギア
リテイナーフランジアセンブリー
切替えレバー
スイッチ部アセンブリー用カバー
トルクレバーアセンブリー
ギアセグメント
クラウンホイールアセンブリー
スイングレバーアセンブリー
トルクスイッチアセンブリー用ドライブピニオン
リミットスイッチアセンブリー用ドライブホイール
リミットスイッチ用ドライブホイール
リミットスイッチアセンブリー用中間
ホイール
ロックプレート
ねじプラグ
ボールハンドルアセンブリー付き手動ホイール
ねじプラグ
モータ用プラグ・ソケットアセンブリー

制御装置がアクチュエータに直接取り
付けられる場合は使用されない。
電気接続については制御装置 の
交換部品一覧を参照して下さい。

クリップ
制御用ピン
モータ用ピン

保護アース用ケーブル
モータおよびモータープラグ中のサー
モスイッチ用のピン
制御ユニットアセンブリー（トルクヘ
ッド、スイッチなし）
トルクスイッチヘッド
モータ
モータピンキャリヤー
（ピンなし）
モータ駆動アセンブリー用遊星ギア
モータ駆動アセンブリー用遊星ギア
（ ）
防爆モータ取付けフランジ
型出力ドライブアセンブリー
（ステムナットにねじ加工なし）
スラストベアリングセット
型ステムナット（ねじ加工なし）
型出力ドライブ

スナップリング
型出力ドライブ
スナップリング
リミット／トルクスイッチ
（ピン付きリード線を含む）
点滅式発信器－ピン付きリード線を含む
(衝撃ディスクおよび絶縁プレートなし）
スイッチ用スタッドボルト
スペーサー
スペースヒーター
取り付けず
取り付けず
取り付けず

取り付けず

取り付けず
取り付けず
取り付けず
取り付けず
機械式開度表示器
保護チューブ（キャップなし）
ステム保護チューブ用キャップ
シールキット－小
シールキット－大



プラグソケットコネクタ付き制御装置 の分解図と交換部品一覧

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書



注記：
交換部品を注文する時は、アクチュエータの型番と受注管理番号（ ）（銘板参照のこと）を明記して下
さい。

番号 タイプ 品名 番号 タイプ 品名

六角ソケットヘッド押えねじ
止め座金
ハウジング
現場操作機アセンブリー
現場操作機用フェースプレート
南京錠
現場操作機の基板
保護用アース線
開閉器アセンブリー
二次ヒューズ
開閉器
電源
インターフェース基板
論理基板
取付けプレート
リレー基板

カバーアセンブリー
プラグカバーアセンブリー
端子基板アセンブリー
ねじ－制御用端子
座金－制御用端子
ねじ－電源用端子
座金－電源用端子
ピンキャリヤ（ピンなし）
C-クリップ
電線管口アセンブリー
(アクチュエータ接続）
C-クリップ
制御用ピン
モータ用ピン
保護用アース線
シールキット

マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型



端子接続付き制御装置 の分解図と交換部品一覧

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書



注記：
交換部品を注文する時は、アクチュエータの型番と受注管理番号（ ）（銘板参照のこと）を明記して下
さい。

番号 タイプ 品名 番号 タイプ 品名

六角ソケットヘッド押えねじ
止め座金
ハウジング
現場操作機アセンブリー
現場操作機用フェースプレート
南京錠
現場操作機の基板
保護用アース線
開閉器アセンブリー
二次ヒューズ
開閉器
電源
インターフェース基板
論理基板
取付けプレート
リレー基板
カバーアセンブリー
端板

制御用端子
電源用端子
制御用端子カバー
電源用端子カバー
カバーアセンブリー
端子フレームアセンブリー（端子なし）
フレームアセンブリー
ピンキャリヤ（ピンなし）
電線管口アセンブリー
(お客様側接続）
電線管口アセンブリー
(アクチュエータ接続）
クリップ

制御用ピン
モータ用ピン
保護用アース線
シールキット

マルチターンアクチュエータ　
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適合宣言および組み込み適合宣言

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書



マルチターンアクチュエータ　
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証明書

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書



マルチターンアクチュエータ　
取扱説明書 非貫通型



インターネット上で入手可
能な情報：

結線図、検査報告書、およびその他のアクチュエータに関する情報は、注
文番号または （銘板参照のこと）を入力することによりインタ
ーネットから直接ダウンロードすることができます。
弊社のホームページ：

マルチターンアクチュエータ　
非貫通型 取扱説明書

社の営業所および代理店
の所在地
周囲温度

点滅表示器
点滅型

オン・オフ定格－調節定格切替え
（受注管理番号）

コマンド信号
構成定義
腐食

不感帯
デッドタイム
適合宣言
組み込み適合宣言
診断表示
ディスプレー・エレメント

電気接続
電子式銘板
「緊急」操作
分解図
アクチュエータ
プラグ／ソケット接続付き
 制御装置
端子接続付き制御装置
防爆

工場設定
異常
フィールドバスインターフ
ェース

の機能
ヒューズ

手動ホイール
ヒータ

インジケータディスク
中間位置
断続定格
インターネット

表示
リミットスイッチ
現場操作機
操作データのログ（記録）

保守点検
手動操作
機械式開度表示器
メニューデザイン
調節定格
モニタリング機能
モータ保護
バルブ／ギアボックスへの搭載

銘板
起動回数

オフ時間
オン・オフ定格（「リモート」
「開」－「閉」）
オン・オフ操作
操作時間（ステップモード）
操作モード
「ローカル」
「オフ」
「リモート」操作モード
 （オン･オフ定格）
「設定点」操作モード
 （調節定格）
操作データ
出力ドライブのタイプ
オーバーラン

パスワード
位置のフィードバック
(アナログ式）
ポジショナー
保護管
証明書
サーミスタ

プッシュツーラン（非自己保持）
操作

反応モニター
現場操作の解除
作動表示
作動時間

安全規定
安全操作
セレクタースイッチ
自己保持

の設定
短時間定格
信号リレー
ソフトウエア
ソフトウエア パラメータ
交換部品リスト
アクチュエータ
プラグ／ソケットコネクタ付
 き制御装置
端子接続付き制御装置
スプリットレンジ
状態表示
ステップモード
保管

技術仕様
試運転
サーモスイッチ
トルクバイパス
トルクフィードバック
トルク表示
トルクのモニタリング
トルク設定
輸送
作動トルク
定格の種類
シーティング方式

警告
結線図



マルチターンアクチュエータ　
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社の営業所および代理店の所在地



リニアスラストユニット 付きマ
ルチターンアクチュエータ
スラスト ～
ストローク最大
スラスト速度 ～

ベースおよびレバー付きウォーム
ギアボックス

－
－

トルク最大

制御装置 付きマルチ
ターンアクチュエータ
トルク ～
出力速度 ～

パートターンア
クチュエータ

－
トルク ～
作動時間 ～ 秒／

スパーギアボックス
－

トルク最大

マルチターンアクチュエ
ータ

－ －
トルク ～
出力速度 ～

パートターンアクチュエ
ータ

－
トルク ～
作動時間 ～ 秒／

ベベルギアボックス
－

トルク最大

ウォームギアボックス
－
－

トルク最大
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